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   多様化する学びと教育改革の歩み 

 

教育開発推進機構長（副学長）前田 洋 

 

 本学の教育活動の成果と不断の改善の歩みをまとめた『FD Annual Report Vol.16』をここ

に刊行できますことを、心より嬉しく思います。本報告書には、教職員一人ひとりの教育に

対する真摯な取り組みと、その蓄積がもたらす知見が結実しています。 

 現在、大学教育は大きな転換期を迎えています。生成 AI をはじめとする技術革新の進展、

社会のグローバル化の加速、そして予測困難な時代に対応しうる人材の育成が強く求めら

れています。本号に収録された研究・実践は、こうした時代の要請に応える本学の姿勢を端

的に示すものです。 

 とりわけ、生成 AI の活用が学生の思考過程や自己効力感に与える影響を検証した研究は、

今後の教育の在り方を考える上で重要な示唆を与えています。利便性と学習の本質的価値

との調和をいかに図るか、そこに教員が如何に適切に関わるかは、これからの大学教育に共

通する課題と言えるでしょう。 

 また、情報工学分野における AI・データサイエンス教育の推進、STEAM 教育や COIL 教

育による越境的学びの実現、さらには教員の海外派遣による国際教育の強化など、本学は多

様な取り組みを通じて教育の国際化と高度化を着実に進めています。これらは、学生が世界

と接続し、自らの可能性を広げるための重要な基盤となるものです。 

 加えて、初年次教育や教養教育における実践からは、主体的に学び続ける力、他者と協働

する力、社会と関わる力を育む教育の重要性が改めて示されています。本学が重視してきた

「人とのつながり」や「学びの場の充実」は、今まさにその価値を一層高めています。 

 さらに、教育開発推進機構を中心とした全学的な FD 活動や教学マネジメントの取り組み

は、教育の質保証と継続的改善を支える重要な基盤です。教職員が相互に学び合い、実践を

共有する文化こそが、本学の教育力を着実に高めていると確信しています。加えて、学生に

よるカリキュラムレビューの試みが全 9 学科・教養力育成科目について一巡しましたが、学

修の当事者である学生の視点も更に適切に取り入れるべきと考えています。 

 本報告書が、本学の教育の現在地を示すとともに、今後のさらなる発展に向けた指針とな

り、また学内外の教育改善の一助となることを願ってやみません。 

 本誌の記事に対する読者の皆様からのご意見ご感想を賜ることができましたら幸いに存

じます。 
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生成 AI 利用と大学生の思考過程および自己効力感との関連 

―試行錯誤的思考と自己効力感の低下に着目した混合研究― 

 

中 野 美 香（教養力育成センター） 
 

Relationship between Generative Artificial Intelligence Use and University Students’ 
Thinking Processes and Self-Efficacy: A Mixed-Methods Study of Trial-and-Error 

Thinking and Self-Efficacy Decline 
 

Mika Nakano (Center for Liberal Arts) 
 

Abstract 

 

 This study investigates the relationship between generative artificial intelligence (AI) usage and the thinking processes and 

self-efficacy of university students by employing a mixed-methods approach. A questionnaire survey was completed by 113 

undergraduate students. The results showed that the frequency of AI use was associated with perceived reductions in trial-and-

error thinking. While lower usage was associated with greater perceived reduction, no significant group differences were found 

for self-efficacy. Pearson correlation analysis revealed a strong positive association between reductions in trial-and-error 

thinking and self-efficacy (r =.84, N = 110). Furthermore, qualitative analysis identified seven categories of students’ 

perceptions, forming a two-layered structure comprising negative and regulatory/positive aspects. The categories were aligned 

along a gradient corresponding to score levels. The results indicate a close relationship between changes in thinking processes 

and self-efficacy, and students’ perceptions reflect a dynamic interplay between perceived constraints and adaptive regulation 

when learning with AI. 

 

Key words: generative artificial intelligence, trial-and-error thinking, self-efficacy, higher education, mixed-methods research 

 

1 . 問題と目的  

 近年， ChatGPT に代表される生成 AI は学習環

境に急速に浸透しており，大学生の間でもレポー

ト作成や課題，講義理解の補助などに日常的に利

用されている。1 - 2 )  国外の調査においても，学生に

よる生成 AI 利用の拡大が報告されている。 3 )  こ

のような利用拡大の中で，大規模言語モデルの教

育的影響についての検討では，学習支援の可能性

とともに，思考過程の低下や過度の依存といった課

題も指摘されている。 4)  

 こうした状況のもと，生成 AI は学習効率の向

上に寄与する一方，試行錯誤を伴う思考機会を減

少させ，学習を表面的なものにとどめる可能性が

ある。学習における試行錯誤は，知識の構築や理

解の深化を支える基盤的な要素であり，生成 AI の

利用が思考過程に及ぼす影響を検討する意義は大

きい。  

 加えて，心理的側面として自己効力感も重要な

検討対象である。自己効力感は，課題を遂行でき

るという認知的評価であり， 5 )  学習動機や努力の

持続に影響を与えることが知られている。生成 AI

によって高度な回答が容易に得られる状況では，

自らの能力に対する評価が相対的に低下する可能

性も考えられる。  

 しかしながら，先行研究の多くは生成 AI の学

習成果や効率に焦点を当てており， 6 )  思考過程や

自己効力感といった心理的側面との関連について

は十分には検討されていない。さらに，生成 AI の
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影響については認知的努力の低下や依存の問題が

指摘される一方で，高次思考や心理的要因との関

係については結果にばらつきが見られる。 7 - 9 )  

 本研究の問題意識と関連して，2018 年度から担

当している心理学の発達に関する講義において，

「大学生の発達を抑制する要因」をテーマとした

グループ・ディスカッションを継続的に実施して

きた。 1 0 )  その中で， 2025 年度には初めて「生成

AI が大学生の発達を抑制する」という意見が複数

の学生から挙げられた。このことは，生成 AI の普

及に伴う学習者の認識や不安の実態を検討する必

要性を示している。  

 以上を踏まえ，本研究では，生成 AI の学習利用

が大学生の思考過程（試行錯誤を伴う思考活動）

および自己効力感にどのように関連するかを，質

問紙調査および自由記述の分析を通して明らかに

することを目的とする。また，学習者の認識の特

徴を整理し，生成 AI 時代における学習支援の在

り方に関する基礎的知見の提供を目指す。  

 

2 . 方法  

2 .  1 調査対象  

 本研究の調査対象は， A 大学に在籍する学部学

生 178 名であった。授業内での案内およびオンラ

インを通じて調査への協力を依頼し，研究の目的

および倫理的配慮について説明した上で，同意の

得られた者のみを回答者として分析対象とした。

質問紙への回答は匿名で行われ，個人が特定され

る情報は収集していない。  

 

2 .  2 調査時期および手続き  

 調査は 2026 年 1 月に実施された。講義内で調

査の趣旨を説明し，協力を依頼した上で，オンラ

イン質問紙フォームを用いて配布した。回答者は

任意のタイミングで回答した。全項目への回答に

要する時間はおおよそ 5〜 10 分程度であった。質

問紙の冒頭では，本研究の目的，回答が任意であ

ること，途中で回答を中止できること，ならびに

研究成果の公表方法について明記し，内容に同意

した場合のみ回答を進める形式とした。回答者数

は 113 名であり，回答率は 63 .5%であった。  

 本研究では 113 名から回答を得たが，分析にあ

たっては，生成 AI を使用していない 1 名を除外

し，さらに主要変数に欠損のあった 2 名を除いた。

その結果，最終的な分析対象は 110 名となった。  

 

2 .  3 質問紙の構成  

 質問紙は，生成 AI の学習利用状況と，それに伴

う思考過程および心理的側面の変化を把握するこ

とを目的として構成された。本研究で用いた質問

項 目 は ， 学 習 方 略 や 自 己 効 力 感 に 関 す る 先 行 研     

究 1 1 - 1 2 )および生成 AI の学習利用が思考や学習行

動に及ぼす影響に関する先行研究を参考にし，本

研究の目的に基づいて作成した。項目作成にあた

っては，思考過程および自己効力感の変化を適切

に捉えることを意図し，内容の検討を行った上で，

表現の明確さや回答のしやすさに配慮して修正を

加えた。主な構成要素は以下の通りである。  

2 .  3 .  1 基本属性および生成 AI の利用状況  

 基 本 属 性 と し て 学 年 を た ず ね た 後 ， 生 成 AI

（ Cha tGPT 等）を学習（課題・レポート・研究な

ど）で使用する頻度について回答を求めた。生成

AI の学習利用頻度については，「ほぼ毎日」「週に

数回」「月に数回以下」「ほとんど使用しない」「使

用しない」 5 件からなる選択式で回答を求めた。

分析にあたっては，「使用しない」を除き，「ほぼ

毎日」を高頻度，「週に数回」を中頻度，「月に数

回以下」「ほとんど使用しない」を低頻度の 3 群に

分類した。また，主な利用用途として，アイデア

出し，文章生成，文章の添削・校正，講義内容の

解説・疑問点の解消などについて複数選択式でた

ずねた。  

2 .  3 .  2 思考・試行錯誤の低下感  

 生成 AI の利用と学習時の思考過程の関連を明

らかにするため， 4 項目からなる思考・試行錯誤

の低下感尺度を用いた。本尺度は，（ 1）課題に直

面した際の思考開始の仕方，（ 2）試行錯誤しなが

ら考える時間の減少，（ 3）答えの出ない問題に向
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き合う際の心理的負担，（ 4）継続的に考え続ける

ことの困難さ，といった側面に関する主観的認識

を測定するものである。  

2 .  3 .  3 自己効力感の低下  

 生成 AI の利用と学習者の自己効力感の低下（不

安・自信のなさ）との関連を把握するため，4 項目

からなる自己効力感低下尺度を用いた。本尺度は，

（ 1） AI の回答との比較による自信の低下，（ 2）

自分の能力に対する不安の高まり，（ 3）AI を用い

ずに課題に取り組むことへの不安，（ 4）自分の考

えや成果に対する確信の低下，といった側面に関

する主観的認識を測定するものである。  

2 .  3 .  4 自由記述項目  

 量的データを補完する目的で，生成 AI を使用

する中で感じた不安や変化，生成 AI と自身の能

力との関係について自由に記述する項目を設けた。 

2 .  3 .  5 回答形式    

 尺度項目はいずれも，「そう思わない」から「そ

う思う」までの 5 件法で回答を求めた。  

 

2 .  4 分析方法  

 量的データについては，まず記述統計を算出し，

生成 AI の使用状況および各尺度の基本的傾向を

把握した。続いて，各尺度の内的一貫性を確認す

るため Cronbach’s  α を算出した上で，生成 AI の

使用頻度と，思考・試行錯誤の低下感および自己

効力感の低下との関連を検討するため，相関分析

（ Pearson の積率相関係数）および一要因分散分析

を行った。  

 自由記述については，記載内容の意味的近さに

着目し，意味内容の類似性に基づいてカテゴリー

化を行う質的記述的分析を実施した。分析にあた

っては，筆者が回答内容を精読し，意味内容の類

似性に基づいてコード化を行い，大枠となるカテ

ゴリー案を作成した。その後，もう一名の協力者

が当該分類を確認し，不一致が見られた箇所につ

いて協議を行いながら修正を加えることで，分類

の妥当性および一貫性を検討した。さらに，代表

的な記述例を抽出することで，各カテゴリーの内

容を具体的に示した。  

 

3 . 結果  

3 .  1 調査対象の基本特性および生成 AI 利用状況  

 本研究の調査対象者の学年構成は， 1 年生が 73

名（ 64 .6%）と最も多く，次いで 2 年生が 28 名

（ 24 .8%）であり， 1・ 2 年生が全体の約 9 割を占

めていた。 3 年生は 9 名（ 8 .0%）， 4 年生は 3 名

（ 2 .7%）であった。  

 生成 AI の学習利用頻度については，中頻度の

利用者が 66 名（ 58 .4%）と最も多く，次いで高頻

度利用者が 28 名（ 24 .8%），低頻度利用者が 18 名

（ 15 .9%）であった。ほとんど使用しない層は 1 名

（ 0 .9%）にとどまり，多くの学生が日常的に生成

AI を学習に利用していることが示された。なお，

本調査は生成 AI に関する内容であるため，普段

使用しない学生は回答に参加しづらく，サンプル

に偏りが生じている可能性には留意する必要があ

る。  

 

3 .  2 思考・試行錯誤の低下感に関する結果  

3 .  2 .  1 尺度の構成と信頼性  

 生成 AI の使用と大学生の思考過程，特に試行

錯誤を伴う思考活動の関連を測定するため， 4 項

目からなる「思考・試行錯誤の低下感尺度」を構

成した。5 件法による回答の平均を尺度得点とし，

信頼性分析の結果，Cronbach’s  α は . 84 であり，十

分に高い信頼性が確認された。  

3 .  2 .  2 生成 AI 使用頻度との関連  

 生成 AI 使用頻度を独立変数（高頻度・中頻度・

低頻度の 3 水準），思考・試行錯誤低下の程度を従

属変数として一要因分散分析を行った。その結果，

生 成 AI 使 用 頻 度 の 主 効 果 は 有 意 で あ っ た

（ F (2 ,107)=28 .90，p<.001，η ²= .35）。平均値は高頻

度 群 （ M=2.14）， 中 頻 度 群 （ M=2.77）， 低 頻 度 群

（ M=3.21）の順であり，生成 AI の使用頻度が低い

ほど，思考・試行錯誤の低下を強く認識する傾向

が示された（図 1）。  

 多重比較（ Tukey 法）の結果，低頻度群は中頻度
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群および高頻度群よりも有意に高く，中頻度群は

高頻度群よりも有意に高かった（いずれも p<.01）。

このことから，生成 AI の使用頻度が低くなるに

つれて，思考・試行錯誤の低下感が段階的に高ま

ることが示された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 .  3 自己効力感低下に関する結果  

3 .  3 .  1 尺度の構成と信頼性  

 自己効力感低下尺度は 4 項目から構成され，各

項目の平均得点を尺度得点として分析に用いた。

信頼性分析の結果，Cronbach’s  α は . 87 であり，十

分に高い内的一貫性が確認された。  

3 .  3 .  2 生成 AI 使用頻度との関連  

 生成 AI 使用頻度を独立変数（高頻度・中頻度・

低頻度の 3 水準），自己効力感低下得点を従属変数

として一要因分散分析を行った。その結果，主効

果 は 有 意 で は な か っ た （ F (2 ,107)=0 .68， p=.51 ，

η ²= .01）。平 均値は中頻 度群（ M=3.53），低頻 度群

（ M=3.42），高頻度群（ M=3.28）の順であったが（図

1），群間の差は小さく，明確な有意差は認められ

なかった。  

3 .  3 .  3 思考・試行錯誤の低下感との関連  

 思考・試行錯誤低下得点と自己効力感低下得点

との関連について相関分析を行った。その結果，

両者の 間に は強い 正の 相関が 認め られた （ r=.84，

p<.001， N=110）。すなわち，思考過程の低下を強

く認識している学生ほど，自己効力感の低下も強

く認識している傾向が示された。  

3 .  4   自由記述にみる生成 AI 利用に対する学生

の認識  

3 .  4 .  1 カテゴリー分類の結果  

 自由記述については，記載内容の意味的近さに

着目した質的記述的分析を行い，意味内容の類似

性に基づいてカテゴリー化した。その結果，生成

AI に関する学習者の認識は以下の 7 カテゴリーに

分類された（表 1）：①思考・試行錯誤の低下の自

覚（ 32 件），②自信の揺らぎ（自己効力感低下）

（ 21 件），③依存・能力低下への不安（ 26 件），④

社会的・存在的な不安（ 11 件），⑤信頼性・正確性

への懸念（ 13 件），⑥自己調整・距離感の模索（ 25

件），⑦低影響・肯定的な認識（ 39 件）。なお，各

カテゴリーの件数は該当する記述の出現数を示し

ており，複数のカテゴリーに該当する場合は重複

して計上している。これらの結果から，生成 AI 利

用に対する学習者の認識は，思考過程の低下や不

安といった負の側面（①～⑤）と，自己調整的な

活 用 や 肯 定 的 認 識 と い っ た 調 整 的 ・ 肯 定 的 側 面

（⑥・⑦）からなる二層構造として捉えることが

できる。  

3 .  4 .  2 自由記述の内容的特徴  

 自由記述の具体的内容としては，「何も考えなく

なった」「試行錯誤する機会が減った」といった思

考過程の低下に関する認識や，「自分の能力に不安

がある」「 AI の方が優れていると感じる」といっ

た自信の揺らぎに関する認識が多く見られた。  

 一方で，「最終的に判断するのは自分である」「使

い方が重要である」といった自己調整に関する認

識や，「便利である」「理解を助けてくれる」とい

った肯定的な認識も確認された。これらは，生成

AI の利用が一様に否定的なものではなく，学習者

がその影響を認識しながら主体的に利用を調整し

ている可能性を示している。  

3 .  4 .  3 自由記述結果と量的指標との対応  

 図 2 に，思考・試行錯誤低下得点と自己効力感

低下得点との関係に加え，自由記述に基づく認識

カテゴリーの配置を併せて示した。両得点の間に

は明確な正の関連が認められ，思考・試行錯誤低

図  1  生成 AI 使用頻度別の思考・試行錯誤低下

得点および自己効力感低下得点の比較  

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

高頻度 中頻度 低頻度

平
均

得
点

生成AI利用頻度

思考・試行錯誤低下得点 自己効力感低下得点



－  7  － 

下得点が高いほど，自己効力感低下得点も高くな

る傾向がみられた。散布図上ではデータは概ね右

上がりに分布しており，全体の回帰直線も同様の

傾向を示している。得点水準に応じてカテゴリー

の分布に一定の偏りが認められる。これらの結果

は，自由記述の分析で示された思考過程の低下お

よび自己効力感の変化に関する傾向が，量的指標

にも対応していることを示すものである。こうし

た分布傾向を各カテゴリーごとの平均値として整

理したものが表 2 である。  

3 .  4 .  4 カテゴリー別の得点水準  

 各カテゴリーに対応する自己効力感低下得点お

よび思考・試行錯誤低下得点の平均値を表 2 に示

す。「⑤信頼性・正確性への懸念」は思考・試行錯

誤低下得点および自己効力感低下得点のいずれに

おいても平均値が最も高かった。一方，「⑥自己調

整・距離感の模索」および「⑦低影響・肯定的な

認識」は比較的低い水準に位置していた。また，

「④社会的・存在的な不安」および「②自信の揺

らぎ（自己効力感低下）」は自己効力感低下得点が

相対的に高い傾向がみられた。  

 7 つのカテゴリーを独立変数とした一要因分散

分析の結果，思考・試行錯誤低下得点（ F (6 ,103)=  

0 .32，p=.93）および自己効力感低下得点（ F (6 ,103)  

=0 .53，p=.79）のいずれにおいても，有意な差は認

められなかった。これらの結果から，カテゴリー

間における得点差は平均値の違いとして明確に表

れていないことが示された。しかしながら，有意

差が認められなかったことは，必ずしもカテゴリ

ー間の違いが存在しないことを意味するものでは

ない。実際には，例えば「⑤信頼性・正確性への

懸念」と「⑦低影響・肯定的な認識」との間には

平均値に差がみられるなど，カテゴリーの内容に

応じて，思考・試行錯誤低下得点および自己効力

感低下得点の水準に一定の違いが生じている傾向

が確認された。  

3 .  4 .  5 統合的解釈  

 以上の結果から，自由記述に基づくカテゴリー

は，思考・試行錯誤低下および自己効力感低下の

水準に応じて，比較的低得点領域から中間領域を

経て高得点領域へと段階的に配置される傾向が確

認された。具体的には，「⑦低影響・肯定的な認識」

が低得点領域に位置し，「⑥自己調整・距離感の模

索」が中間領域に位置するのに対し，「⑤信頼性・

正確性への懸念」や「②自信の揺らぎ（自己効力

感低下）」などは高得点領域に多く分布していた。 

表  1 生成 AI 利用に関する自由記述の分類（思考過程および自己効力感の観点）  

カテ ゴリ  N  概 念 定 義  代 表 的 記 述 例  

①  思 考 ・ 試 行 錯 誤 の

低 下 の 自 覚  
32  

A I の利 用 によ り， 自 ら 考 える・ 悩 む・ 試 行 錯 誤 す

る過 程 が 減 少 し ていると感 じる認 識  

「 何 も 考 え な く な り ま し た 」 ／ 「 試 行 錯 誤 す る 機 会 が 減

ってしまう気 がする」  

②  自 信 の 揺 らぎ  

 （ 自 己 効 力 感 低 下 ）  
21  

A I との比 較 や 依 存 によ り， 自 分 の能 力 や成 果 へ

の自 信 が 低 下 し たり不 安 が強 まる認 識  

「 自 分 で 書 い た も の よ り A I の 方 が 良 く ， 悔 し さ を 感 じ

る」 ／ 「 自 分 の 能 力 に 不 安 が あ る」  

③  依 存 ・ 能 力 低 下 へ

の 不 安  
26  

A I への 依 存 や 過 度 な利 用 によ り， 自 身 の能 力 や

成 長 が 損 なわれることへの懸 念 に関 する 認 識  

「 頼 りすぎ る と 自 分 で 考 え る 力 が 弱 く な る 」 ／ 「 使 い すぎ

ると人 間 として終 わるのではないか」  

④  社 会 的 ・ 存 在 的 な

不 安  
11  

A I と人 間 の関 係 や将 来 に関 する不 安 （ 能 力 差 ・

仕 事 ・ 存 在 価 値 ） に関 する認 識  

「 人 間 の 価 値 が な く な る の で は な い か 」 ／ 「 仕 事 が 奪 わ

れるのではないか」 ／ 「 A I に越 されていると感 じる」  

⑤  信 頼 性 ・ 正 確 性 へ

の 懸 念  
13  

A I の回 答 の 正 確 性 や 信 頼 性 に 対 する 疑 問 や 検

証 負 担 に関 する 認 識  

「 本 当 か ど う か 分 か ら な い 」 ／ 「 間 違 っ て い る こ と も あ

る」 ／ 「 ダブルチ ェックが必 要 」  

⑥  自 己 調 整 ・ 距 離 感

の 模 索  
25  

A I を 活 用 しつつ も， 自 分 の 思 考 や判 断 を 維 持 し

ようとする意 識 や 工 夫 に 関 する 認 識  

「 考 え る た め の 補 助 と し て 使 う べ き 」 ／ 「 最 終 的 に 判 断

するのは自 分 」 ／ 「 使 い方 が 重 要 」  

⑦  低 影 響 ・ 肯 定 的 な

認 識  
39  

A I 利 用 に 対 し て 明 確 な 不 安 や 能 力 低 下 を 認 識

せず， 肯 定 的 または中 立 的 に捉 えている認 識  

「 便 利 で 効 率 的 」 ／ 「 理 解 を 助 け て く れ る 」 ／ 「 頼 れ る

ツール」 ／ 「 特 に 問 題 は 感 じていない」   

注 ） 件 数 は各 カテゴリーに該 当 する記 述 の出 現 数 を示 す。 1 つの記 述 が複 数 のカテゴリーに該 当 する場 合 は重 複 して計 上 している。  
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 こうした結果は，生成 AI に対する学習者の認

識が単に肯定か否定かに分かれるのではなく，思

考過程や自己効力感の低下の程度に応じて段階的

に変化することを示唆している。すなわち，「不安」

や「能力低下の実感」と感じる段階から，「使い方

を工夫する」という自己調整の段階を経て，「問題

はあまりない」へと移行していく連続的な過程と

して理解できる。とりわけ，「⑥自己調整・距離感

の模索」が中間領域に位置していた点は，学習者

が生成 AI の影響を一方的に受けるのではなく，

自らの判断に基づいて利用を調整している状態を

示唆するものである。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 . 考察  

 本研究の目的は，生成 AI の利用が大学生の思

考過程および自己効力感とどのように関連してい

るかを，量的・質的の両側面から検討することで

あった。本研究の結果から，思考・試行錯誤低下

得点と自己効力感低下得点の間には有意な正の関

連が認められ，自由記述においても両者に対応す

る認識が確認された。  

 第一に，これらの結果は，思考過程の変化と心

理的側面が密接に関連していることを示している。

思考過程の低下に関する認識と自己効力感の揺ら

ぎが対応して見られたことから，両者は相互に関

連しながら生じていると捉えられる。  

 第二に，図 2 およびカテゴリー分析の結果から，

学習者の認識は肯定的・否定的といった二分的枠

組みではなく，思考過程および自己効力感の水準

に応じて連続的に変化する構造として捉えられる

ことが示された。特に，「自己調整・距離感の模索」

が中間領域に位置していた点は，学習者が生成 AI

の影響を受けつつ主体的に利用を調整している状

態を示している。  

 第三に，生成 AI 使用頻度との関連では，思考過

程には有意差が認められた一方で，自己効力感に

は明確な差は認められず，その影響は単純な使用

量では説明できないことが示された。また，低頻

度群で思考・試行錯誤低下感が高い傾向がみられ

たことから，生成 AI 利用の影響は，利用方略や自

己調整の在り方と密接に関係していると考えられ

る。  

 以上の結果は，生成 AI の教育的活用において，

単に使用を促進または制限するのではなく，学習

者の認識の段階に応じた支援が求められることを

示している。特に，本研究で示されたように，学

習者は「不安や低下の実感」から「自己調整・距

離感の模索」を経て「低影響・肯定的な認識」へ

と段階的に認識を変化させていることから，画一

的な指導ではなく，各段階に応じた関わりが必要

である。  

 具体的には，初期段階の学習者には生成 AI を

0

1

2

3

4
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6

0 1 2 3 4 5

思
考

・
試

行
錯

誤
低

下
得

点

自己効力感低下得点

①思考低下 ②自己効力低下

③依存不安 ④社会的不安

⑤信頼性懸念 ⑥自己調整

⑦肯定 回帰直線（全体データ）

図  2  思考・試行錯誤低下得点と自己効力感低下

得点の関係  

表  2  自由記述カテゴリー別の自己効力感低下得

点および思考・試行錯誤低下得点の平均値  

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ） N は 各 回 答 者 を 主 た る カ テ ゴ リ ー に 1 つ 分 類 し た 人 数 を

示 す 。分 類 は ，各 回 答 の 意 味 内 容 の 中 で 最 も 中 心 的 な 主

題 に 基 づ い て 決 定 し た 。  

M （SD） M （SD）

① 思考低下                 13 2.60 (.64) 3.50 (1.18)

② 自己効力低下           11 2.73 (.60) 3.55 (.93)

③ 依存不安                 15 2.63 (.52) 3.27 (.75)

④ 社会的・存在的不安   7 2.80 (.59) 3.75 (.83)

⑤ 信頼性懸念              10 2.85 (.79) 3.80 (1.09)

⑥ 自己調整                 16 2.58 (.55) 3.28 (.97)

⑦ 低影響・肯定的         38 2.68 (.61) 3.39 (1.01)

Nカテゴリー

思考・試行錯誤
低下得点

自己効力低下得
点
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過度に依存的に用いないための利用方略を示すと

ともに，中間段階にある学習者に対しては自身の

思考過程を意識化しながら生成 AI を活用するた

めの振り返り活動を組み込むことが有効である。

さらに，低下感を強く認識している学習者に対し

ては，試行錯誤の機会を再構築する課題設計を通

して，自ら考える経験を回復させる支援が求めら

れる。このように，生成 AI の教育的活用は，一律

に促進または制限する対象としてではなく，連続

的に変化する学習者の認識過程の中で，個々の位

置と変化に応じた支援を設計すべき対象として捉

える必要がある。  

 

5 . まとめと今後の展望  

 本研究では，生成 AI の利用と大学生の思考過

程および自己効力感との関連について，量的およ

び質的の両側面から検討した。その結果，思考過

程と自己効力感は相互に関連しつつ，学習者の認

識は段階的に変化する構造として捉えられること

が示された。また，生成 AI の使用頻度のみでは説

明できない傾向がみられたことから，利用方略や

自己調整の在り方が重要な要因である可能性が示

唆された。  

 本研究は横断的調査に基づくものであり，因果

関係の解明には限界がある。今後は，縦断的・実

験的研究により，生成 AI の利用が思考過程およ

び自己効力感に及ぼす影響の過程を明らかにする

とともに，学習者の認識の段階や個別性に応じた

支援の在り方の検討が求められる。  
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情報工学部における数理・データサイエンス・AI 教育の推進と 

国際金融都市推進に貢献するグローバル IT エンジニアの育成 
 

藤 岡 寛 之（情報工学部長） 
 

Promotion of Mathematics, Data Science, and AI Education in the Faculty of 
Information Engineering and Development of Global IT Engineers Contributing to the 

Advancement of Fukuoka as an International Financial Hub 
 

Hiroyuki Fujioka (Dean, Faculty of Information Engineering) 
 

1 . はじめに  

 近年，人工知能（ AI）やデータサイエンスをは

じめとするデジタル技術は，産業構造から日常生

活に至るまで広範な変革をもたらしている。これ

に伴い，「数理・データサイエンス・AI」の素養を

備えた人材への需要が急速に高まっている。政府

は 2019 年に「 AI 戦略 2019」を策定し 1 )，続く「 AI

戦略 2022」 2 )を打ち出した。いずれにおいても，

リテラシーから応用基礎，専門に至る階層的な数

理・DS・AI 教育の全国展開が重点施策として位置

づけられている。これを受け文部科学省は「数理・

データサイエンス・ AI 教育プログラム認定制度」

（以下， MDASH） 3 )を整備し，大学教育における

体系的な教育の質保証を進めている。  

 一方，福岡を中心とするエリアでは「国際金融

機能誘致」の取組が推進されており 4 )，フィンテ

ック分野を中心に国内外の金融関連企業の集積が

進みつつある。この地域戦略を支えるうえで，AI・

データサイエンスの素養と国際感覚をあわせ持つ

「グローバル IT エンジニア」の育成は，地元理工

系大学である本学情報工学部に課せられた重要な

使命ともいえる。  

 本学情報工学部では， 2022 年度から 2025 年度

の 4 年間にわたり，「情報工学部における数理・デ

ータサイエンス・AI 教育の推進と国際金融都市推

進に貢献するグローバル IT エンジニアの育成」と

題する取組を推進してきた。本取組は，4 学科（情

報工学科，情報通信工学科，情報システム工学科，

情報マネジメント学科（旧：システムマネジメン

ト学科））を横断する「ラーニング・ガーデン」の

形成を志向するものであり，専門性と数理・デー

タサイエンス・AI の素養，グローバル素養を兼ね

備えた「新バイリンガル／新トリリンガル」型人

材の育成を目指している。  

 具体的には，( i )  F IT- IT セミナーの開催，( i i )  AI・

データサイエンスに関する学内ワークショップの

実施， ( i i i )  シンガポール・テマセクポリテクニク

（ Temasek  Po ly techn ic，以下 TP）への学生派遣，

( iv )  MDASH 応用基礎レベルに対応する数理教育

の調査・整備，の四つを柱として構成される。こ

れらは，講演による「気づき」，演習による「技能」，

海外派遣による「経験」，教育基盤整備による「制

度化」という四層の循環を意図して設計されてい

る。  

 本報告書では，これら 4 本の柱について，これ

まで実施してきた諸活動の概要と成果を取組別に

整理し，得られた知見と今後の課題について述べ

る。  

 

2 . 実施内容と成果  

 本章では，実施した取組別に整理し，それぞれ

の実施内容，参加状況，及び得られた成果と課題

について述べる。  

 



－ 11 － 

2 .  1 FIT-IT セミナー  

 本セミナーは，産業界・行政の第一線で活躍す

る実務家から学生が直接学ぶ機会として，これま

でに計 3 回開催した。  

 第 1 回は， C 棟地下ホールにて「デジタルの技

術で私たちの未来をデザインする」と題して開催

した。講師には，国内初のデジタルバンクである

株式会社みんなの銀行取締役頭取の永吉健一氏を

迎えた。デジタル社会で何が起きているか，また

大学・短期大学部での学びが社会とどのようにつ

ながっているかを学生とともに考えることを目的

とし，本学情報工学部卒業生で同社グループ会社

にて活躍する技術者からの講演に加え，在学生と

の対話セッションも実施した。学生 159 名，教職

員 24 名の計 183 名が参加し，デジタル金融の最

前線における実務とキャリアパスに触れる機会と

なった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 2 回は，福岡県国際金融アドバイザーの高橋

秀行氏を講師として招聘し，「グローバル金融市場

と日本―福岡の可能性―」と題する講演を実施し

た。第 1 部では，世界の金融センターの趨勢，フ

ィンテック動向，ならびに福岡が国際金融都市と

して有する地理的・人材的優位性が論じられた。

第 2 部では，学生 3 名を交えたパネルディスカッ

ションを行い，学生から見た福岡の魅力，英語運

用能力に対する不安，AI 技術と金融の接点等につ

いて率直な議論が交わされた。学生 78 名，教職員

19 名の計 97 名の参加があり，フィンテック分野

における IT エンジニアの役割と必要素養につい

て学生の関心を喚起することができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 3 回は，元 Microsof t 社にてエンジニアとし

て従事された Takahi sa  Sakura i 氏を講師に招聘し

た（ Fig .  3）。講演では，日米における大学教育お

よび企業文化の差異，技術者に求められる多様性，

AI 時代に求められる IT エンジニア像について論

じられた。氏自身のキャリアを踏まえた具体例が

 

Fig .  1  第 1 回 FIT-IT セミナー（永吉氏らとのパ

ネルディスカッション）の様子  

 

Fig .  2  第 2 回 FIT-IT セミナー（高橋氏とのパネ

ルディスカッション）の様子  

 

Fig .  3  第 3 回 FIT-IT セミナー（ Sakurai 氏によ

る講演）の様子  
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交えられ，聴衆の理解を深めた。学生 18 名，教職

員 11 名の計 29 名が参加し，グローバル企業で長

期にわたり活躍するために必要なマインドセット

や継続的な学修姿勢について示唆を得る機会とな

った。  

 これらの実施を通じ，デジタル金融，国際金融，

フィンテック，AI 時代のキャリア観に関する学生

の視野拡張に寄与した。一方で，開催回数の安定

的確保には，学事日程との整合化を担う運営体制

の常設化が課題として残った。  

 

2 .  2 AI・データサイエンスワークショップ  

 ワークショップ「ニューラルネットワーク（デ

ィープラーニング）の理論と実装」を，2022 年度

から 2024 年度にかけて毎年度夏季に 1 回開催し

た。講師は情報工学科  山澤一誠教授が務め，会場

は本学 B 棟 PC 演習室とした。いずれも学部 1〜 3

年 生 を 中 心 に 3 日 間 程 度 の 集 中 形 式 と し た 。

Python による実装演習を中心に，ニューラルネッ

トワークの基礎理論から画像分類タスクの実装ま

でを体系的に扱った。AI 技術への学修動機を強く

持つ学生に対し，教科書的知識から手を動かす実

装力へと橋渡しする機会を提供した。2025 年度か

らは，本ワークショップで蓄積した教材・運営知

見を基に，情報工学部の正課授業として展開して

いる。  

 通常授業では確保しにくい連続的な実装演習の

時間を提供できた点で意義は大きく，参加学生か

らも肯定的な評価が得られた。今後は，入門段階

の事前学修コンテンツを整備し，参加学生間の前

提知識のばらつきを抑える工夫が求められる。  

 

2 .  3   MDASH 応用基礎レベルに対応する数理教

育の調査  

 MDASH 応用基礎レベルの認定要件を踏まえ，

基盤的数理教育のオンライン演習システムについ

て調査を行った。対象は，線形代数・微積分・統

計を中心とする科目である。具体的には，北海道

大学等で運用されている WeBWorK による演習・

自動採点環境を取り上げた。運用形態，問題作成

負荷などの可能性について検討した。当初は教員

派遣による現地調査を予定していた。しかし，関

係 資 料 お よ び 運 用 情 報 の 多 く が メ ー ル な ど で 取

得・確認可能であったため，派遣を伴わない形で

調査を完了した。  

 

2 .  4 シンガポール派遣・学生アンバサダー  

 シンガポール・テマセクポリテクニク（ TP）へ

の学生派遣については，本学国際連携室との調整

のもと派遣を実施した。本取組期間を通じて，国

際連携室が運営する既存の派遣プログラムと統合

的に運用する方針とした。これにより，学生にと

ってより安定した制度のもとで派遣機会を継続的

に確保することを目指した。  

 また，情報工学部学生アンバサダーの任命を計

画した。しかし，日程調整の困難から実施を見送

り，継続課題とした。海外派遣を単なる短期渡航

にとどめず，派遣前後の学修・成果共有を組み込

んだ通年型プログラムへ再設計することが望まし

い。そのための運営体制の整備が今後の課題であ

る。  

 

3 . 考察と課題  

 本取組を通じ，以下の知見が得られた。  

 

Fig .  4  第 3 回ワークショップにおける Python 実

装演習の様子  
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 第一に， FIT-IT セミナーは，産業界・行政の第

一線で活躍する実務家から学生が直接学ぶ機会と

して有効に機能し，デジタル金融，フィンテック，

AI 時 代 の キ ャ リ ア 観 に 関 す る 視 野 拡 張 に 寄 与 し

た。一方で，開催回数の安定的確保には，講師調

整・広報・学事日程との整合化を担う運営チーム

の常設化が必要である。  

 第二に，ワークショップ形式による AI 実装演

習は，通常授業では確保しにくい連続的な手を動

かす時間を提供する点で価値が高く， 3 年間の蓄

積を踏まえ 2025 年度からは正課授業へと発展し

た。今後は，入門段階の事前学修コンテンツの整

備が望ましい。これにより，参加学生間の前提知

識のばらつきを抑える工夫が求められる。  

 第三に，グローバル IT エンジニア育成の観点か

らは，海外派遣プログラムの再設計が望ましい。

単なる短期渡航にとどめず，派遣前後の学修・成

果共有を組み込んだ通年型プログラムへ発展させ

る方向である。あわせて，福岡を中心とするエリ

アの国際金融都市構想と連動した英語による専門

教育や，フィンテック関連企業との連携 PBL 等も

視野に入れる必要がある。  

 第四に， MDASH 応用基礎レベルの体系的整備

に向けては， 4 学科横断の数理・統計演習基盤を

整理し，学修成果の可視化を進めることが必要で

ある。  

 

4 . まとめ  

 本取組では， FIT-IT セミナー， AI・データサイ

エ ン ス ワ ー ク シ ョ ッ プ ， シ ン ガ ポ ー ル 派 遣 ，

MDASH 応用基礎レベルに対応する数理教育の調

査の 4 本の柱を組み合わせて実施した。これによ

り，情報工学部における数理・データサイエンス・

AI 教育の推進と，福岡を中心とするエリアの国際

金融機能集積に資するグローバル IT エンジニア

の育成に向けた基盤整備を行った。短期的な参加

者規模では当初目標に届かない部分も残った。し

かし内容面では，学生・教職員の意識醸成と，4 学

科横断の教育設計に向けた議論の素地を形成する

ことができた。今後は，学内の組織的運営体制の

強化，海外連携の通年化，MDASH 応用基礎カリキ

ュラムの整備を三本柱とする。これらを通じて，

本学情報工学部からのグローバル IT 人材育成を

一層推進していきたい。  
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「i-STEAM 教育」における共創と探究 
 

下 戸   健（情報システム工学科） 

松 木 裕 二（電子情報工学科） 

桑 原 順 子（生命環境化学科） 

田 島 大 輔（電気工学科） 

松 尾 慶 太（情報通信工学科） 

丸 山   勲（情報システム工学科） 

弘 中 大 介（情報メディア学科） 

矢 野 健太郎（情報メディア学科） 

西 嶋 勇 貴（城東高等学校電子情報科） 
 

Key words: Motivation Driven Learning, Science and technology, Creativity education, STEAM education 

 

1 . はじめに  

 STEAM 教育とは， Science（科学）， Techno logy

（技術）， Enginee r ing（工学）， Art /Ar t s（芸術 /教

養），Mathemat ics（数学）を統合した教科横断的な

学 び で あ り ， 2000 年 代 に ア メ リ カ で 生 ま れ た

STEM 教育を起源とする 1 )。 AI や IoT の急速な進

展により社会が激しく変化する今日，文系・理系

の枠を超えて課題を発見・解決し，社会的な価値

を創造できる人材の育成が世界的に求められてお

り，STEAM 教育への関心はますます高まっている 2 )。

一方，教育の目指すべき方向性として， OECD は

「 Learn ing  Compass  2030」において，学習者が他

者・地域・社会と協働しながら新たな価値を共に

創る「 Co-agency（共同主体性）」と，自ら問いを立

て行動し振り返る探究的なサイクルを，2030 年代

を生きる人材に不可欠な資質・能力として示して

いる 3 )。国内においても，文部科学省は 2025 年 10

月，次期学習指導要領改訂に向けた論点整理を公

表し，「主体的・対話的で深い学び」の深化および

「総合的な探究の時間」の質的充実とともに，学

校段階を越えた学びの連続性確保を明示した 4 )。

こうした潮流のもと，共創と探究を軸とした実践

的な教育の場を創出することへの期待はさらに高

まっている。このような背景のもと，福岡工業大

学では 2015 年度から，STEAM に情報（ In format ion）

を加えた独自の「 i -STEAM 教育」に取り組んでい

る。教員の小さな指導のもと，学生が PBL 等で修

得した専門知識（ In fo rmat ion）を基礎に，高校生

との相互作用（ In te rac t i on）を通じて独自の教材を

創造（ Innova t ion）するという「 3 つの i」を柱とし

た活動であり， Vol .14（ 2023 年度）では i -STEAM

への転換 5 )を， Vol .15（ 2024 年度）ではその進化

と深化 6 )を報告してきた。 2025 年度は，大学生と

高校生が協働して科学技術を探究・再現し，その

成果を地域の小中学生へ還元する「知識循環型の

学び」を新たに加え，共創と探究の実践を深化さ

せた。本稿では， 2025 年度における i -STEAM 教

育の活動内容とその成果を報告する。  

 

2 . 2025 年度高大連携課外授業  

 本学と附属城東高等学校電気科・電子情報科ス

ペシャリストコースの間で，2025 年度も高大連携

課外授業を実施した。本年度は本学短期大学部お

よび法政大学の教員とも連携し，電子情報工学科

松木裕二教授（ In format ion 担当），生命環境化学科

桑原順子教授（ Science 担当），電気工学科田島大
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輔教授（ Technology 担当），情報通信工学科松尾慶

太教授（ Engineer ing 担当），情報システム工学科

下戸健准教授（ In fo rma t ion 担当），情報システム    

工学科丸山勲准教授（ Mathemat ic s 担当），情報メ

デ ィ ア 学 科 弘 中 大 介 准 教 授 （ In forma t ionAr t /Ar t s     

担 当 ）， 情 報 メ デ ィ ア 学 科 矢 野 健 太 郎 准 教 授

（ In fo rmat ionAr t /Ar t s 担当）の指導のもと，それぞ

れの学科の大学生が，1 年間を通じ全 17 回を主体

的に実施した。  

 2025 年度高大連携課外授業の流れを表 1 に示

す。対象の高校生は城東高等学校電気科・電子情

報科スペシャリストコースの生徒である。第 0 回

では，全員に対して高大連携課外授業の内容を紹

介するとともに，高校と大学における「学び」の

違いについても説明が行われた。受動的な知識習

得ではなく，能動的に取り組む姿勢の重要性を伝

え，参加者のモチベーションを高めることを目的

としている。最終的に，参加意欲の高い 20 名が選

抜された。  

 第 1 回目では，選抜された 20 名に対して改め

てオリエンテーションを実施し 7 )，各テーマの担

当 教 員 お よ び 大 学 生 か ら 活 動 概 要 が 紹 介 さ れ た

（図 1）。第 2 回目から第 11 回目では，高校生が

4 人 1 組の 5 グループに分かれ， 2 回ずつ異なる

テーマを受講した。  

 第 12 回目では，法政大学理工学部の加藤友規教

授による特別講演を初めて実施した 8 )。  

 第 13 回目から第 15 回目までは，高校生は 3 グ

ループに分かれ， 1 回ずつ異なるテーマを受講し

た。  

 第 16 回目では，「振り返り」を実施した。高校

生は「学んだことを人に説明できるようになるこ

と」，大学生は「自身の教育内容・教材の課題を客

観的に把握すること」をそれぞれの目標として，

タブレットを活用しながら学修内容を整理・発表

した。PDCA サイクルの「 Check（確認）」にあたる

この振り返りは，高校生と大学生が互いの視点か

ら学びを問い直す，双方向的な探究の場となって

いる。この振り返りを受けて，大学生が「 Act ion（行

表  1 2025 年度高大連携課外授業の流れ  

回 テーマ 備考

0：06/20 オリエンテーション１
城東高校スペシャリ
ストコース全員

1：07/11 オリエンテーション２
城東高校スペシャリ

ストコースから選抜
された高校生20人

(07/11) （i-STEM大学生オリエンテーション）

2：10/03
3： +1日

4：10/17
5： +1日

6：10/24
7： +1日

8：11/07
9： +1日

10：11/14
11： +1日

・Unityを用いて自動運転
自動車を開発しよう

（Information）

・身近なものの科学実験

（Science）

・SDGs達成へ～地域ゴミ
から生み出す電気
エネルギー～

（Technology）

・小型コンピュータと
python言語によるブラシ
レスモータ制御

（Engineering）

高校生は
4人6グループ

に分かれて，
2回ずつ異なる
テーマを受講

12：11/19
・加藤友規教授 特別講演
（法政大学理工学部）

高校生全員

13：12/08

14：12/12

15：01/07

・AIプログラミング
（Information）

・デジタルファブリケー
ション入門

（Art/Arts）

・支配方程式の数式処理
（Mathematics）

高校生は
6, 7人3グループ

に分かれて，
1回ずつ異なる
テーマを受講

16：02/06 振り返り 関係者全員

17：02/24 学生プレゼン 関係者全員

図  1  i -STEM アシスタント大学生と  

参加高校生の交流  
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動）」として，「このプログラムで高校生に何を得

てほしかったか」「自身の教材をどう改善するか」

という問いに正面から向き合い，プレゼンテーシ

ョンを行った 9 )。  

 

2 .  1 テーマ詳細  

 2025 年度のテーマは， Uni ty を用いて自動運転

自動車を開発しよう（ Informat ion），身近なものの

科学実験（ Sc ience），SDGs 達成へ～地域ゴミから

生み出す電気エネルギー～（ Technology），小型コ

ンピュータと Python 言語によるブラシレスモー

タ 制 御 （ Enginee r ing ）， AI プ ロ グ ラ ミ ン グ

（ Informat ion），デジタルファブリケーション入門

（ A r t /Ar t s），支配方程式の数式処理（ Ma thema t ics）

の 7 テーマであった。 i -STEAM アシスタントの大

学生・大学院生がテーマの概要や考察をまとめた

ものを付録に示す。教材開発から実施方法の検討・

改善に至るプロセスを通じ，指導する側の大学生

自身にとっても深い学びが生まれていることが確

認できる。  

 

2 .  2 特別講演  

 第 12 回（ 11 月 19 日）では，法政大学理工学部

機械工学科の加藤友規教授を講師に迎え，全生徒

を対象とした遠隔特別講演を実施した。加藤教授

はかつて本学に勤務され， 2017 年度から 2023 年

度まで i -STEAM の Techno logy 分野を担当された。

本学と法政大学は学術連携協定を締結しており，

現在もグローバル PBL 等で連携が続いている。講

演では研究紹介や高校数学・物理・英語の重要性，

両大学の国際化への取組など多岐にわたる内容が

語られ，約 30 分の活発な質疑応答とともに，高校

生が大学での学びや将来のキャリアを深く考える

契機となった（図 2）。  

 

2 .  3 振り返り  

 第 16 回では，関係者全員が集まり振り返りを実

施した。高校生は「学んだことを人に説明できる

ようになること」，大学生は「自身の教育内容・教

材の課題を客観的に把握すること」を目標に臨ん

だ。高校生は各テーマのブースを巡りながら，タ

ブレットを用いて「学んだことと改善アイデア」

をまとめ，口頭発表を行った。 PDCA サイクルの

「 Check（確認）」として位置づけられるこの場は，

高校生と大学生が互いの視点から学びを問い直す，

双方向的な探究の機会となった（図 3）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  4 学生プレゼン  

 第 17 回では，関係者全員が集まり，大学生によ

るプレゼンテーションを実施した。「このプログラ

ムで高校生に何を得てほしかったか」「教材をどう

改善したか」を各テーマの大学生が高校生に向け

て発表した。実施後に行ったアンケート（ 20 名）

では，今年度の i -STEAM に対する満足度の平均は

4 .7（ 5 点満点）であった。高校生からは「普段の

図  2  加藤友規教授による特別講演の様子  

図  3  振り返りの様子（高校生と大学生による

グループディスカッション）  
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授業では得られない多くの学びを得ることができ

た」「大学の施設や研究内容に触れ，進路のイメー

ジがより具体的になった」「大学生と交流しながら

様々な分野を学べ，自分の視野が広がった」「最先

端の技術に触れた経験を今後の学習・進路に活か

したい」といった声が寄せられた。 i -STEAM アシ

スタントを務めた大学生・大学院生に対して，高

校より感謝状が贈られた（図 4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  5 高校から見た i -STEAM 

 今年度は，昨年度から発展した「 i -STEAM プロ

グラム」としてさらなる進化を遂げ，スペシャリ

ストコースにおいて参加希望者がクラスの 9 割を

超えるという，例年にない非常に高い関心の中で

スタートした。最終的に選抜された 20 名がプログ

ラムに参加したが，大学進学を強く見据えた生徒

たちの本学での講義や実験に対する熱量はこれま

で以上に高かった。  

 今年度も AI プログラミング，ロボット制御，科

学実験など，工業大学ならではの最先端の授業が

展開された。大学生が主体となり，大学の高度な

研究機材を駆使して行われる専門性の高い講義は，

生徒たちの知的好奇心と積極的な学習姿勢を大い

に刺激した。また，年齢の近い大学生と密なコミ

ュニケーションを図る中で，高校での学びが大学

でどう活かされるかを肌で感じ，大学生活や将来

の技術者像を具体的にイメージする貴重な機会と

なった。  

 2 月に実施した「振り返り」では，単なる体験報

告にとどまらず，テーマごとに講義内容の本質を

捉え直した上で，次年度に向けた具体的な教材・

授 業 方 法 の 改 善 案 を 大 学 生 に 向 け て 発 表 し た 。

年々高まっている生徒の ICT 機器活用スキルやプ

レゼン能力は今年度さらに洗練され，論理的かつ

相手に伝わりやすいハイレベルな資料作成と発表

が行われた。この高校生からのフィードバックを

大学生側が受け止め，翌年の教材ブラッシュアッ

プに繋げるという双方向の FD サイクルこそが，

本取り組みの真骨頂である。  

 i -STEAM の取り組みは 11 年目を迎え，新設さ

れた「未来工学科」では本来の特長的な高大連携・

探究教育のコアとして，その重要性は一段と増し

ている。「 i -STEAM に参加したいから城東高校を

選んだ」という動機を持つ新入生や保護者からの

期待と信頼は極めて高く，名実ともに本校の看板

プログラムとなっている。  

 以上のことから，高校側における教育効果の現

れは確固たるものがあり，本活動は他校の追随を

許さない，本学独自の高大連携教育における最大

のメリットであると確信している。（城東高校電子

情報科  教諭  西嶋勇貴）  

 

2 .  6   2024 年度の i -STEAM 高大連携課外授業に

参加した高校生の進路  

 城東高等学校電気科・電子情報科スペシャリス

トコースは国公立大学への進学や優良企業への就

職を目標とする少数精鋭の特別クラスであり，基

本情報処理技術者などの資格取得も視野に入れた

教育が行われている。 i -STEAM 高大連携課外授業

は，同コースの特色の 1 つにもなっており，高校

生保護者からの評価も高い。毎年スペシャリスト

コースの中から約 20 名が選抜され実施される。  

 高校 2 年で i -STEAM を受講した高校生は，大学

生との交流や実践的な学びを通じて得た知識・技

術・思考力を関連させて，翌年の進路選択に臨む。

2024 年度の i -STEAM 高大連携課外授業に参加し

図  4  学生プレゼンテーションの様子（城東高

校より感謝状贈呈）  
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た高校生の進路状況を図 5 に示す。進学先の内訳

は，国公立大学 4 名，福岡工業大学 13 名，私立大

学 4 名，その他 3 名であり，受講者全員が進学と

いう進路を選択した。プログラムを通じて学術へ

の意識や進学意欲が高まり， i -STEAM が生徒にと

って進路選択の後押しとなっていることが考えら

れる。さらに，本学に進学した i -STEAM 経験者が

大学生として参加することもあり，次の高大接続

へとつながっていくことが期待される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . 高大協働探究型 i -STEAM 活動「 KNO-LAB」  

 本学モノづくりセンター内の「 i -STEAM 教材開

発プロジェクト」では，サイエンスイベントやモ

ノづくり体験を通じた地域の科学教育への貢献を

積み重ねてきた。これらの実績を基盤として，新

たな高大連携プロジェクト「 KNO-LAB（ Knowledge  

Sha r ing  Lab）」を始動した 1 0 )。  

 KNO-LAB は，下戸健准教授の指導のもと，附属

城東高校無線／電子回路部の生徒 6 名と本学大学

生 5 名が，モノづくりセンターを活動拠点として

協働するプロジェクトである。インターネット等

で紹介されている科学技術や装置を自ら探究・再

現し，その成果を地域の小中学生向けの体験型活

動や展示として還元する「知識循環型の学び」を

理念とする。単なる模倣にとどまらず，技術の本

質を探り，それを他者に伝えることで理解を深め

る。大学生がメンターとして高校生に関わること

で，専門知識を言語化し他者に伝える力も育まれ，

高校・大学・地域をつなぐ世代横断的な学び合い

の場となっている（図 6）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2025 年度は「 Hol low Clock（空洞時計）」と「 3D 

LED Cube」の 2 作品に取り組んだ 1 1 )。いずれも高

校生が仕組みの調査から回路設計・はんだ付け・

プログラミングまでを一貫して担い，大学生の専

門 的 な 助 言 を 得 な が ら 完 成 に 至 っ た 。 Hol low 

Clock は学内に設置され，地域の科学イベントで

も展示・公開された。 3D LED Cube は，縦・横・

奥行きの 3 次元に LED を格子状に配置し，立体的

な光のアニメーションを映し出す電子工作作品で，

モノづくりセンター内に展示されている。参加し

た高校生からは「失敗してもあきらめずに考え続

けることの大切さと，仲間と協力して課題に取り

組む楽しさを学んだ」「ものづくりへの楽しさを実

感し，自分のできることとできないことを見つけ

ることができた」といった声が寄せられた。  

 

4 . その他の活動  

 「 i -STEAM 教育」は高大連携課外活動が主であ

るが，その他にも地域貢献を含んだ活動を行って

いる。それらについて，次に示す。  

図  5  2024 年度 i -STEM 高大連携課外授業を

受講した高校生の進路先  

国公立大学
・長崎大学1名
・大分大学1名
・九州工業大学 2名

福岡工業大学
・工学部 3名
・情報工学部 9名
・短期大学部 1名

私立大学
・福岡大学1名
・西南学院大学 1名
・東京電機大学 1名
・中村学園大学 1名

その他
・専門学校3名

図  6  KNO-LAB 参加メンバー（城東高校生と

大学生サポーター）  
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4 .  1 高大連携課題研究  

 2025 年度の高大連携課題研究として，福岡工業

大学と附属城東高等学校で 5 月から 12 月までの

期間に，下戸准教授と青木未春先生（城東高校）

の指導のもと，情報システム工学科の大学生 6 名

が主体となり，城東高校 3 年生 2 クラス計 25 名

を対象に，週 1 回・全約 20 回の授業を実施した。 

 2025 年度は「オープンソース 3D プリントロボ

ットアームの教材開発」と「 MR 火災疑似体験シス

テムの開発」の 2 テーマに取り組んだ（図 7）。前

者は，海外オープンソースの設計データを活用し

たロボットアームを題材に，機構設計・造形・プ

ログラミングを統合的に学ぶ教材である。各班が

独自の操作方式を主体的に設計することで，設計

思考・創造力・課題解決力の育成を図った。授業

後のアンケートでは「検証することの重要性」お

よび「グローバルな知の共有の重要性」に対する

理解が向上し，教材の有効性が確認された。後者

は，Meta  Ques t  3 のパススルー機能を活用した MR

（複合現実）技術により，火災時の煙による視界

悪化や低姿勢避難の重要性を危険なく疑似体験で

きる防災教材である。 Uni ty と C#を用いた開発を

通じて PDCA サイクルで反復改善を行い，完成し

たシステムは市民防災センターにおいて消防士に

体験・評価を依頼するなど，社会貢献への実践も

果たした。  

 日本産業技術教育学会が主催する「第 20 回技術

教育創造の世界（大学生版）発明・工夫コンテス

ト」の教材開発部門において，この 2 テーマがと

もに「特別賞」を受賞した 1 2 )。  

 

4 .  2 サイエンスフェスタ 2025  in  FIT 

 サイエンスフェスタ in  FIT は，本学園が主催す

る地域の小中学生を対象とした科学技術イベント

である。本学の教育活動で培ったノウハウを活か

し，将来を担う小中学生に科学技術・モノづくり

の楽しさを伝えることを目的としている。2025 年

8 月 2 日（土）に開催され，地域の多くの親子連

れが訪れた。 i -STEAM 関係者も多くのブースを出

展した 1 3 )。  

 

4 .  3 地域のイベントに参加  

 2025 年 5 月 5 日（月），コミセンわじろ主催の

「 GO!GO!えんにち !」に出展し，ロボット操作体

験等を実施した 1 4 )。  

 2025 年 8 月 20 日（水），東箱崎公民館の小学生

18 名が本学モノづくりセンターを訪問し，ロボッ

ト体験学習をサポートした 1 5 )。同日，福津市の郷

育カレッジ講座として小学生から 70 代までの 25

名 が 本 学 を 訪 れ ， ロ ボ ッ ト 操 作 体 験 等 を 実 施 し     

た 1 6 )。  

 2025 年 9 月 7 日（日），コミセンわじろ主催の

「わじろ地域大学 2025」第 1 回「ロボットを動か

そう！」を本学モノづくりセンターで開催し，城

東高校と連携して実施した 1 7 )。  

 2025 年 9 月 17 日（水），福岡市立和白東小学校

の 6 年生 131 名を対象に，ロボット体験授業を実

施した 1 8 )。  

 2025 年 11 月 16 日（日），福岡市東区のこども

青少年文化祭「ユースフェスタ・ひがし 2025」に

出展した 1 9 )。  

 2025 年 11 月 30 日（日），古賀市のリーパスプ

ラザ古賀にて開催された「第 24 回古賀市子どもわ

くわくフェスタ」に，ロボット操作体験等を出展

した 2 0 )。  

 

図  7  高大連携課題研究の授業の様子（ロボット

アームの製作）  
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5 . おわりに  

 2025 年度の i -STEAM 教育は，「共創と探究」を

テーマに掲げ，これまでの高大連携課外授業・高

大 連 携 課 題 研 究 に 加 え ， 高 大 協 働 探 究 型 活 動

「 KNO-LAB」を新たに始動した。 KNO-LAB が体

現する「知識循環型の学び」は，高校・大学・地

域社会という三層をつなぐ新たな教育モデルとし

て， i -STEAM 教育の地平を広げるものである。単

に活動の幅が広がっただけでなく，大学生が高校

生に教え，その成果が地域の小中学生へと還元さ

れるという学びの循環が，より具体的な形となっ

て現れた年度であった。  

 「 i -STEAM アシスタント」として活動する大学

生は教職志望者を中心に構成されており，教職課

程だけでは得られない実践的な学修の場となって

いる。高校時代に i -STEAM に参加した学生がアシ

スタントとして関わるケースも増えており，この

循環はますます豊かになりつつある。高大連携課

題研究では日本産業技術教育学会主催のコンテス

トで特別賞を 2 件受賞するなど，対外的な評価も

得られた。本学モノづくりセンターのプロジェク

ト「 i -STEAM 教育教材開発」も積極的に活動を継

続している。共創と探究の精神のもと，学修意欲

と教育的価値の向上，地域社会との連携をさらに

深めながら， i -STEAM 教育の新たな展開を切り拓

いていきたいと考える。  
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Unity を用いて自動運転自動車を開発しよう 

(Information) 
 

早島未來（電子情報工学専 2 年），鹿嶋宏介（電子情報工学専 2 年），シャシゲン（電子情報工学専 2 年） 

大橋秀幸（電子情報工学専 1 年），弥永将季（電子情報工学専 1 年），今林士聡（電子情報工学科 3 年） 

 

場所: A 棟 7 階 松木研究室 

 

 

1 . テーマ概要  

本授業では，Uni ty というゲームエンジンを使用

して実践的なプログラミングを体験してもらう．

これにより，生徒が日頃学んでいるプログラミン

グの考え方がどのように活用されるのかを実感し

てもらうことを本授業の目的に定めた．  

授業のテーマに「自動運転」とあるように，本授

業ではオブジェクトをプログラムによる自動制御

によって操縦し，与えられた課題に主体的・協同的

に取り組む題材を制定した．教材として使用した

コースの例を図 1 に示す．  

城東生は，1 年次に『工業情報数理』,2 年次に『プ

ログラミング技術』の授業において，C 言語を学ん

でいる．しかし，Uni ty を利用するためには，本テ

ーマは C#を利用するため， C 言語以外のプログラ

ム言語を学ぶのは初めてである（ IT プロジェクト

生を除く）．そのため，初めて Uni ty を触れるよう

に教材テキストを作成した．この教材テキストには

Uni ty の環境構築 ,基本的な操作，自動運転に関する

知識，自動運転の実装を行う手法について，記述を

行った．城東生は本テキストを見ながら，与えられ

た課題を行うことが，本テーマの活動内容である． 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りでは，「教材」，「完成例」，「自動運転」

という 3 つの分類で意見をいただいた．「教材」，

「完成例」では，使用したテキストの管理方法や内

容について意見を頂いた．この改善案に関しては，

大学生側も同意見であり，反省点として挙げる．  

 

 
図  1 課題コースの一例  

3. 考察  

今年度の i -STEAM 活動では，振り返り活動のみ

ならず，授業中の間にも，非常に多くの生徒から

「課題が難しい」という意見を頂いた．したがって

本レポートではこの課題に着目した考察を行う．  

今年度は，昨年度より教材および授業体系を刷

新し，Uni ty の画面や基本的な構文に関する知識を

充実させた．それに伴い教材の内容が質・量ともに

増大したが，これを無理に削減することは授業目

的に反するため，テキストの分量が多いままで授

業を決行した．  

しかし，教材は学生のみで制作したため，内容の

構成が体系的でなかったり，各項目に対する説明

事項に過不足があったりと改善の余地が十分に残

されている．これが，参加した城東生の多くが課題

を難しいと認識した原因であると考えている．実

際，授業当日は大学生スタッフが城東生にほとん

ど付き添う形で課題を進めていた．このような授

業形態は，大学生スタッフの知識および説明力に

大きく依存することになるため持続可能な授業で

あるとはいえない．したがって，今年度の授業で頂

いた意見を参考に，教材をさらにブラッシュアッ

プさせる必要がある．  

 

 
図  2 実際の i -STEAM 取り組み様子  

  
 



－ 22 － 

身近なものの化学実験 

(Science) 

 
堀聖弥（生命環境化学科 4 年），増田茜音（生命環境化学科 4 年） 

北川真夢（生命環境化学科 2 年），一番ヶ瀬菜帆（生命環境化学科 2 年） 

垂水蒼依（生命環境化学科 2 年） 
 

場所: A 棟 5 階 桑原研究室 

 

 

1 .  テーマ概要  

本授業では，コロイドや表面張力についての理

解を得ることや，普段親しみのな い化学について

興味を持ってもらえることを目的 として行った．  

一日目は，まずコロイドとは何か というものを知

ってもらい，実際に私たちの生活 に身近な牛乳を

用い，牛乳を水に薄め，そこにレ ーザーを当てる

ことで光の進路が明るく輝いて見 えるチンダル現

象というものを体験してもらった ．また，牛乳を

顕微鏡で観察することによりブラ ウン運動がどの

ようなものであるかを確認しても らった．次に，

界面活性剤についての説明を行い ，胡椒を水面に

浮かせ，そこに洗剤をつけた指を 入れたらどうな

るのかという実験を行った．また ，界面活性剤の

一種である石鹸をグリセリンソー プを用いて作成

した．作成するにあたり，グリセ リンとは何かと

いう説明を行なった．その後，石 鹸と水，身近な

飲み物をいくつかをピックアップ してもらい，そ

れらの表面張力のランキングを高 校生に予想して

もらった．  

二日目は，まず前日に作成した石鹸と身近な飲

み物の表面張力を吊板法で測定し た．そして，自

分たちがつけたランキングとなぜ 違っていたのか

簡潔に解説を行った．次にホット ケーキはなぜ膨

らむのかというのを実際に作って 考えてもらった．

ベーキングパウダーありのものと なしのものを作

り，違いを観察した．その後ホッ トケーキが膨ら

む理由についての説明を行った．  

 

2 .  「振り返り」に対する フィー ドバック  

 振り返り を通して，チ ンダル現象 ，ブラウン運

動について勘違いしている生徒が いたため，次年

度からは説明の仕方を変え，より 分かりやすい説

明ができるようにする．また，理 解度の確認を行

うことで，より理解を深められる ようにしたい．  

 ホットケーキについては，なぜ 膨らむのかとい

うのを資料に書き込んでもらった ことから，理由

をしっかりと理解している生徒が 多く良かったと

感じた．  

 石鹸作り，ホットケ ーキなどの活動を通して，

身近なものが化学と結 びついていることを知って

もらい，化学の楽しさ や魅力を伝えられることが

できたと思う．  

 

3 .  考察  

 i - STEA M の活動を通して，二日間という短い期

間で，コロイドや界面 活性剤についての基礎知識

がほとんどない高校生 にそれらについて詳しく教

えるのは，難しかった と感じた．より理解を深め

るためにも，次年度は わからない部分を適宜質問

してもらう時間を設け たり，それぞれの現象につ

いての復習の時間を設 けようと思う．  

また，この活動を通して，化学は 面白い，楽 し

いと思ってもらえるき っかけになるように次年度

以降も良い活動になる ように取り組んでいきたい

 

図 1 実験の様子  

図 2 学生 プレゼンの様子   

 
小型コンピュータと Python 言語による 

ブラシレスモータ制御 (Engineering) 
 

龍頭直希（情報通信工学科 4 年）， 執行宏信（情報通信工学科 4 年） 

池田未来（情報通信工学科 4 年）， 浅尾佳紀（情報通信工学科 4 年） 
 

場所: D 棟 5 階 松尾研究室 

 

1 . テーマ概要  

本講座では，小型コンピュータ（ Raspberry  Pi）

と Python 言語を用いたモータ制御教材を利用して，

高校生を対象に体系的なモータ制御の講座を実践

した．モータは自動車や家電，情報通信機器など幅

広い分野で利用されており，現代社会に不可欠な

技術である．しかし，初学者がモータ制御を体系的

に学べる教材は少なく，断片的な知識習得にとど

まることが課題となっている．  

そこで本講座では，Python の基礎から始め，LED

制御，ブラシレスモータの駆動，Tkinte r による GUI

制御， Bluetooth 通信を用いた Joys t ick 制御，さら

に TCP 通信による制御へと段階的に発展する教材

を構成した．学習用モータ制御装置を活用し，回転

数の観測やチャタリングの検証なども体験できる

実践的な内容とした．  

本講座では，理系人材育成の一助となる実践的

なモータ制御教育の可能性を検証することを目的

とした．図 1 に講座で使用した学習用制御教材を

示す．  

 
図 1 学習用モータ制御  

 

2 . 講座の実施とアンケート結果  

i -STEAM 活動を通して，城東高校の生徒 20 名

を対象に全 5 回の講座を実施した．図 2 に講座の

様子を示す．授業後には 10 項目・ 5 段階評価のア

ンケート調査を行った．その結果，全体平均は 4.61

点と高い評価を得た．  

アンケート結果から，全体的な満足度は高く，生

徒が意欲的に取り組んでいたことがうかがえる．

特に，実際にモータを動かす体験型の学習は興味・

関心を高める上で効果的であったと考える．段階

的に学習内容を発展させた構成も，理解の積み重

ねに寄与していたと評価できる．  

一方で，抽象的な内容や複雑なプログラム構造

に関する項目は平均を下回る結果となった．この

ことから，モータ制御の全体像やプログラムの流

れを視覚的に示す工夫が不足していた可能性があ

る．たとえば，フローチャートや構成図を活用して

処理の流れを可視化することや，サンプルコード

を段階的に分解して説明する方法が有効であると

考えられる．  

また，TCP 通信や Blue tooth 通信などのネットワ

ーク分野は難易度が高いため，事前に基礎概念を

整理する導入教材を設けることも改善策として考

えられる．生徒の意見を今後の教材改良に反映さ

せることで，より理解しやすい授業へと発展させ

ていくことが重要である．  

 

3. 考察  

Raspberry P i と Python を活用したモータ制御教

材は，高校生に対して高い教育的効果を持つ可能

性が示された．実機を用いた体験的学習は，理論と

実践を結びつける上で有効であり，理系分野への

興味関心の向上にも寄与すると考えられる．  

一方で，抽象的概念や高度な通信技術に関する

理解には課題が残った．これは，高校生の発達段階

や事前知識の差が影響している可能性がある．そ

のため，今後は難易度の段階分けや補助教材の充

実が求められる．また，TCP 通信を扱う際にはセキ

ュリティに関する基礎知識も不可欠であり，安全

性を考慮した教材開発が今後の重要な課題となる

 

 
図 2 講座の様子   

   

AI プログラミング 

(Information) 

 
門司裕野（情報システム工学科 4 年），中野匠（情報システム工学科 4 年） 

中村綾（情報システム工学科 4 年），前原彩乃（情報システム工学科 4 年） 

高木稚央（情報システム工学科 4 年） 
 

場所: B 棟 3 階 PC31 教室 

 

 

1 .  テーマ概要  

本テーマでは，対話型生成 AI の C la ude を用い

た Web サイト制作を通して，生成 AI に対する理

解を深め，生成結果の質を左右す るプロンプトの

重要性を理解することを目的とし た．  

 授業では，まず AI の仕組みや活用例，利点およ

び 今 後 の 課 題 に つ い て 簡 単 に 説 明 し た ． 次 に ，

Cha t GPT，Gemin i，Cla ude の 3 つの生成 AI の特徴

やそれぞれの長所，短所を比較し て説明した．最

後に，AI に与える命令文であるプ ロンプトについ

て，良い例と悪い例を用いて説明 した．座学終了

後には，実際に Claude を用いて Web サイトの作

成を行った．この際，多くの高校 生が最初に苦戦

していたのは，どのよ うな We b サイトを作るかを

決めることであった．そこで大学 生は，苦戦して

いる高校生に対して，趣味や興味 関心を引き出す

ための対話を行い，最終的には高 校生自身が主体

的 に Web サ イ ト の 内 容 を 決 定 で き る よ う な 補 助

を行った．  

 

2 .  「振り返り」に対する フィー ドバック  

 高校生の 振り返りから ， 2 つの改善点が 挙げら

れた． 1 つ目は， Cl aude の使用上 限に達してしま

う問題である．特にプログラムコ ードのようにデ

ータ量が多いものを生成するとテ キストのみのや

り取りよりも早く使用制限に達し てしまう．これ

らの原因として，プロンプトを十 分に検討しない

ままコード生成を指示してしまう ことや，入力途

中のプロンプトを誤って送信し， 使用回数が消費

されてしまうことが考えられる． 改善策として，

プロンプトの失敗例をより具体的 に説明し，授業

内で Web サイトを最低 1 つ完成させるために ，不

要なやり取りを減らす観点から教 材開発を行うべ

きだと考える． 2 つ目は， C la ude だけでなく，ほ

かの A I も体験したかったという要望である．We b

サイト作成を早期に終えた高校生 の中にはプログ

ラムの改善を試みたものの，使用 制限により時間

を持て余す様子も見られた．改善 策として，授業

で使用する A I を C laud e のみに限定せず，Cha tG PT

や Gemi n i など複数の生 成 A I を用い た比較体験 を

行えるように教材開発 を行う必要があると考えら

れる．  

 

3 .  考察  

 本講義は，単に生成 AI を用いた Web サイト作

成の技術を習得するだ けではなく，生成 AI を活

用する際の思考プロセ スを学ぶ点に意義があると

考える．特に，どのよ うな指示を与えれば望まし

い結果が得られるのか を試行錯誤する過程を通し

て，論理的思考力や問 題解決能力の向上が期待で

きる．さらに，生成 AI による出力結果をそのまま

受け入れるのではなく ，内容の正確性や妥当性を

評価する姿勢を養うこ とが重要であると考える．

2 時間という短い時間 ではあるが，受講前と比較

して生成 A I との対話 の仕方や，適切なプロンプ

トの重要性についての 理解を深めてもらうことは

できたと考える．本講 義を通して，習得した知識

は今後さらに発展する AI 社会で重 要なスキルの

1 つであるといえる． 以上より，本講義は有意義

なものであると考えら れる．一方で，Claude など

の使用制限があるもの は，学習機会を制約する可

能性もあるため，教育 用途に適した環境整備や教

材開発が重要である．  

 

図 1 振り返りの様子   

 
支配方程式の数式処理 

(Mathematics) 

 
福永 海斗（情報システム工学科 大学院 2 年），小林 怜平（情報システム工学科 大学院 1 年） 

天野 大樹（情報システム工学科 4 年），福田 裕也（情報システム工学科 4 年） 
 

場所: B 棟 3 階 PC38 教室 

 

 

1 .  テーマ概要  

本実習は， 1 グループあたり 2 時間の短期集中

講座として実施された．最新の A I 技術や数式処

理ツール（ Wol f ra m Al pha ,  Cha t GPT,  Max ima 等）を

活用し，計算手技の習得のみに偏りがちな数学学

習を，「現象の本質的理解」へと転換させ，数学・

物理に対する興味関心を高めることを目的とした．

実施した内容は，大きく分けて三つの段階で構成

された．  

 第一に，数式処理ツール Wolf ra m Alpha や生成

AI である Chat GPT を紹介し，関数の可視化や複

雑な微分の計算が，現代のツールを用いれば容易

に行えることを体験してもらった．これにより，

AI 時 代 に お い て 重 要 な の は 計 算 力 そ の も の で は

なく，「何を計算させるか（定義）」や「得られた

結果の意味」を理解することであると伝えた．  

 第二に，身近な物理量である「速さ」を題材に，

微分の概念を再構築した．小学校で習う速さが，

実は測定開始時刻と測定時間に依存する「 2 変数

関数」であることを再確認させた上で，数式処理

ソフト Maxima における「簡約化」と「代入」の

プロセスを通じ，かつて「物理霊」と批判された

不定形（ 0 /0）の困難を，現代的な計算順序の工夫

により乗り越え，微分がいかにして「瞬間の速さ」

を定義する論理的な手法であるかを解説した．  

 第三に，微分の応用として Exce l を用いた数値

シミュレーション（オイラー法）を行った．高校

生にとってブラックボックスになりがちな三角関

数や円周率が，実は四則演算の繰り返しによって

導き出せることを実演した．具体的には，単振動

の運動方程式を漸化式として解き，物体が原点へ

回帰する時刻から円周率πを探索する過程を可視

化することで，数学が自然現象を記述する強力な

ツールであることを実感してもらった．  

 

2 .  アンケート結果  

良かった点  

・微分について詳しく知れてよかった  

・ Algodoo が面白かった  

・ 実 際 に 使 っ た 計 算 ツ ー ル 「 Wol f ram a l pha 」

「 Maxima」が簡単にグラフを出してくれるから

面白かった  

悪かった点  

・内容のレベルが高すぎて，置いて行かれる生徒もいた

・ソフトのダウンロード方法が分からないから家

で使えない  

・授業のようになりすぎて，ソフトを触る時間が少

なかった  

改善点  

・Algodoo の公式サイトは英語表記なので，初めてで

もわかりやすくダウンロード方法の解説を行う  

・事前知識の差をなくす用語集を作る  

・使用した講義資料を配布して復習の機会を与える [1]

 

3.  考察  

 本実習では，計算ツールや Algodoo 等を用いて

数式のグラフ化や物理現象の可視化を行った．「簡

単にグラフが出せて面白い」と好評だった一方，

「内容が難しく置いていかれた」「講義が長くソフ

トを触る時間が少ない」という課題が残った．ま

た，「家で使いたいがダウンロード方法が分からな

い」という声もあった．今後は生徒がソフトに触れ

る時間を増やすとともに，英語サイトでも迷わな

い「ダウンロード手順書」や，知識の差を埋める「事

前用語集」を作成する．さらに今回新たに作成され

た復習用資料 [1]の配布も行い，全員が自分のペー

スで数学・物理を楽しめるプログラムへと改善し

ていきたい．  

[1]ht tps: / /www.f i t . ac . jp /~ i -

maruyama/ index.cgi?p=iSTEAM (v iew 2026-02-29)  

 

図 1 振り返りの様子   
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国際交流アンケートから見た日台学生の交流成果意識の差異 
 

黄   愛 玲（台湾 国立高雄科技大学外語学院 応用日語系） 

藤 井 洋 次（社会環境学科） 
 

Differences in Awareness of Exchange Outcomes as Seen through Student Surveys from 
a Japan-Taiwan International Exchange Program 

 

Huang AyLing (Department of Japanese, National Kaohsiung University of Science and 
Technology) 

Fujii Yoji (Department of Socio-Environmental Studies) 
 

Abstract 

 

 Based on survey results from an online collaborative international learning program conducted between Fukuoka Institute 

of Technology and National Kaohsiung University of Science and Technology in Taiwan, this study examines differences in 

students’ awareness of exchange outcomes between the two universities. The findings reveal that Taiwanese students tend to 

place greater emphasis on self-and-other awareness and mutual respect, while Japanese students tend to prioritize proactive 

intercultural understanding and self-initiated action. 

 

Key words: COIL, Collaborative Online International Learning, Educational effectiveness. Quantitative Text Analysis,  

Text Mining. 

 

1 . はじめに  

 近年，日本および台湾において，国際化人材の

育成が重要な教育課題となっている。両国の政府

からの補助金支援や，各大学・学部における教育

実績が示すように，教育の国際化は急速に進展し

ている。教育の国際化は，海外との多種多様な交

流を実施することにより，学生の国際素養を引き

上げ，国際的な意識や視野を拡張することを目的

としている。本稿では，福岡工業大学（以下 FIT）

と台湾国立高雄科技大学（以下 NKUST）の間で実

施してきたオンライン国際協働学習プログラムの

アンケート結果をもとに，両大学の学生間におけ

る交流成果の意識の差異について考察する。  

 

2 . 国際教育と国際化の背景  

 国際交流の目的は，「国を超えるとともに諸国の

間で相互依存関係の程度を増大させ，全体として

の世界の縮小として描写するもの」と定義されて

いる 1 )。円滑に国際化を推進するためには，外国

語の使用・普及，外国人との接触・交流，異文化

理解・国際理解の促進，世界秩序への貢献（協力，

啓発，支援等），姉妹都市協定の締結などが重要な

要素となる 2 )。  

 邱（ 2012）によれば，国際教育における意識形

態は，民族主義，国際主義，グローバリズム，コ

スモポリタニズムの 4 つに分類され，学生が教育

の国際化の過程を経て，国際素養を向上させ，国

際的な態度を発展させることが示されている 3 )。  

 また，全世界における留学生数は，1975 年の 80

万人から 2012 年には 450 万人に増加しているも

のの，これは全世界の大学入学者数のわずか 2%に

過ぎない。したがって，移動を伴わない学生に対

する「内なる国際化（在地国際化・in ternat ionalizat ion 

at  home）」が重要視されている。これは，自国の学
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習環境下で国際的・異文化的な側面を正課および

正課外の学習課程に組み込み，全学習者に提供す

る取り組みである。国際化を成功させるためには，

既存のリソースを活用し，パートナーシップを築

くことが不可欠である。  

 

3 . プログラムの概要と目的  

 本研究の対象となる国際交流プログラムは，FIT

にとっては海外交流体験のない学生を対象とした

全学的な「 FIRST STEP プログラム」から始まった

ものであり，NKUST にとっては学習言語である日

本語のブラッシュアップを図るという異なる目的

を持っている。しかし，両大学ともに「国際化」

という共通の目標を持っている。また，本プログ

ラ ム は ， 国 連 が 掲 げ る 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（ SDGs）」を軸とし，「教育」「産業」「環境」「イノ

ベーション」「文化」の 5 つのテーマについて 4～

5 名の両大学学生の混成グループ毎に議論を行う

ものである。各テーマに関する両国の現状と課題，

そ し て 各 大 学 が 果 た せ る 社 会 的 役 割 （ Univers i ty  

Soc ia l  Respons ib i l i t y :  USR）についてオンラインで

議論を重ねることを通じて，以下の能力を育成す

ることを目指している。  

 

  自国を客観的に見る力と相手国の問題意識を理

解する力  

  多様性の中で協働する力  

  未知の課題に対峙するための広い視野と柔軟な

発想力  

 

 プログラムの具体的な目標として，異文化理解

を深めることと，グローバルマインドを醸成する

ことが設定された。  

 議論の土台作りとして， FIT の教員（藤井）が

「グループワークに向けて SDGs と USR の視点」，

NKUST の教員（黄）が「大学の社会責任（ USR）

の視点」から，上記の 5 つのテーマに関する共同

講義を事前レクチャーした。  

4 . プログラムの実施回数と参加学生数  

 2020 年，世界規模で拡大した新型コロナ感染に

よって対面交流の中止を余儀なくされた。代わっ

て 2021 年 3 月にオンライン交流に切り替えて国

際交流をスタートさせた。その後，コロナ感染に

よる海外渡航が制限された間は年 2 回のオンライ

ン交流を実施した。 2021 年 11 月， 2022 年 3 月，

2022 年 11 月の全 4 回にわたりオンライン交流を

実施した。  

 この 4 回のプログラム参加学生数は，両大学あ

わせて延べ 205 名であり，FIT は 78 名，NKUST は

127 名の学生が参加した（表１参照）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  1  FIT と NKUST とのオンライン国際交流の

参加学生数  

年 度  年 月 日  
参 加 学 生 数 （ 人 ）  

F I T  N U K S T  計  

2 0 2 0  2 0 2 1 年 3 月  2 0  5 0  7 0  

2 0 2 1  
2 0 2 1 年 1 0 月  1 8  2 6  4 4  

2 0 2 2 年 3 月  1 0  1 0  2 0  

2 0 2 2  2 0 2 2 年 11 月  3 0  4 1  7 1  

合 計 （ 延 べ 人 数 ）  7 8  1 2 7  2 0 5  
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5 . 調査方法  

 本研究では，オンライン交流の利点を活かし，

互いに自国にいながら異文化交流を図る「内なる

国際化」を実践した。オンライン交流は，非言語

能力への依存が減少するため，より高度な言語能

力が要求され，プレッシャーやストレスが高い一

方で，言語学習効果は高く期待できる。調査は，

国際化，異文化理解，グローバルマインドを問う

ルーブリック評価と，記述回答式のアンケートに

よって行われた。本稿では，自由回答で得られた

文章内の語彙分析から台湾と日本の学生の差異を

明らかにする。分析には，計量テキスト分析およ

びテキストマイニングのためのフリーソフトウェ

アである「 KH Coder」を使用した 4 )。  

 

6 . 調査結果と考察  

 ここでは，この 4 回のプログラムで回収した学

生アンケートを考察対象とし，その回答結果から

日台の学生間における学習成果の意識の差異を探

る。  

 「 KH Coder」回答使用語彙分析から，日本の学

生は「自分・相手・文化・理解」がこのプログラ

ムにおける重要事項であることが窺える。また，

プログラム設定としての「日本語使用」がはたし

 

図  1 「 2021 年 3 月オンライン交流プログラム」日本学生回答語彙分析  
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て日本の学生にとって国際化体験となるのか，に

ついても，アンケート回答から「このような外国

との交流体験」が意外にもよい体験となっている

ことが窺える。  

 同じく台湾の学生達も「文化・理解」が重要と

考えているが，より自分の『国』理解と『他』へ

 

図  3 「 2021 年 11 月オンライン交流プログラム」日本学生回答語彙分析  

 

図  2 「 2021 年 3 月オンライン交流プログラム」台湾学生回答語彙分析  
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の理解がグローバルへと繋がっていることが窺え

る。  

 交流を通じて台湾と日本の違いを学べたと見ら

れた。  

 2021 年 3 月に実施したプログラムと同じく積極

的に自分と相手との文化・理解といった意見が多

く，互いの国の問題に切り込んだグループ発表に

より，学生間に深く印象付けたのが面白いと言え

よう。  

 台湾学生の回答から同じく自分の『国』理解と

『他』への理解が多く見られ，2021 年 11 月で約 2

年続く閉鎖的なコロナ感染社会環境であるからこ

 

図  4 「 2021 年 11 月オンライン交流プログラム」台湾学生回答語彙分析  

 

図  5 「 2022 年 3 月オンライン交流プログラム」日台学生回答語彙分析  

⽇  台  
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そ，日本語を使える機会としての交流を喜ぶ声が

多く上がったのは，印象的で理解できる考えと言

える。  

 2022 年 3 月のプログラムでは，実施方法を若干

変更し，日台それぞれに自分の地域紹介をさせ，

中国語講座を組み込み，学生による反応にかなり

の変化が見られた。中国語学習を取り入れたこと

により，交流言語による台湾学生の自身への評価

低下がいくらか和らぎ自信がつき，よい影響とし

て日本の学生との交流がよりよく面白くなったと

見られる。これまでの実施でずっと見られた自己

理解の重要性や自他の相違認識はもちろん，その

中でなによりも「交流・コミュニケーション・楽

しい」ことを喜ぶ声が多く見られた。  

 この回から，より地域創生に関わる議題を強調

し，日本側の事前授業もその議題にシフトしたた

めか，学生達が議題をより意識していることが窺

える。国際交流を通じて自分を知るという意見が

多々見られた学期であり，共通の問題を日台同様

に抱えていることをより認識した回と見られる。  

 

図  6 「 2022 年 11 月オンライン交流プログラム」日本学生回答語彙分析  
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 分 析 を 通 じ て 台 湾 の 学 生 は 国 際 交 流 を 通 じ て

「自分探し」していると考察できたことは興味深

いことであり，積極的な参加・話し合いが理解を

深め，国や文化の異なりではなく，よりコミュニ

ケーションの基本について意識した学期と言えよ

う。  

 全体的に学生による自由回答の分析結果から，

台湾の学生はコミュニケーションの重要性や自国

 

図  7 「 2022 年 3 月オンライン交流プログラム」台湾学生回答語彙分析  

 

図  8 「全 4 回オンライン交流プログラム」日台学生回答語彙分析  

⽇  台  
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文化の理解，相手を尊重する姿勢を強調する傾向

が見られた。例えば，「母語じゃなくても，怖がら

ないで話します。一番重要なことはコミュニケー

ションだと思います」，「他国の文化を理解する前

に，自分の国の文化も理解する必要があります」，

「心を開くことです。お互いの違いを理解し，尊

重し合おうとする姿勢は，言葉が通じるかどうか

以上に重要なことだと思います」といった意見が

寄せられた。  

 一方，日本の学生は，積極的な姿勢や価値観の

相対化，自発的な行動を重視する傾向が見られた。

具体的には，「異文化理解を深めるためには，自分

から積極的に相手と自分の文化にはどのような違

いがあるかを知ろうとする意欲が大切であると思

いました」，「自分の国の価値観にとらわれずに積

極的に相手の文化を理解しようとする事が重要だ

と感じた」，「自分から聞く話すのアクションを起

こすことです」といった回答が得られた。  

 これらの結果から，台湾の学生は相互理解や共

感を基盤としたコミュニケーションを志向するの

に対し，日本の学生は自己の枠組みを超えた積極

的な異文化理解や自発的な行動を課題として認識

していることが示唆される。また，このような傾

向の背景には，それぞれの社会的価値観の影響も

考えられる。台湾の学生には，自文化や自己理解

を重視しながら他者との関係性を築こうとする姿

勢が見られた一方，日本の学生には，自国の価値

観への固定的な捉え方を相対化し，他者に対して

よりオープンな態度を持とうとする意識が窺えた。

さらに，本調査を通して，異文化理解や他者理解

を深める上で，教育的な働きかけや実際の交流経

験が極めて重要であることが明らかになった。特

に，学生が実際に対話し，相互理解を経験する機

会は，価値観の再認識や視野の拡大につながる重

要な教育的意義を持つと考えられる。  

 

7 . おわりに  

 本研究では，日台間のオンライン国際交流プロ

グラムにおける自由記述式アンケートの分析を通

して，両国の学生が異文化理解やコミュニケーシ

ョンに対してどのような意識を持っているのかを

考察した。その結果，台湾の学生はコミュニケー

ションを通じた相互理解や他者尊重，自文化への

理解を重視する傾向が見られた。一方，日本の学

生は，自国の価値観にとらわれず積極的に異文化

を理解しようとする姿勢や，自ら行動を起こす主

体性を重視する傾向が確認された。これらの差異

の背景には，台湾社会に見られる自己理解や他者

との調和を重視する価値観，日本社会に見られる

自己の枠組みを越えて他者に開かれた態度を志向

する価値観など，各社会の文化的・社会的価値観

の影響があると考えられる。  

 さらに，本研究で実施したオンライン交流プロ

グラムでは，日本語を共通使用言語としていた点

も特徴的である。国際交流というと英語を媒介と

する活動が一般的に想起されるが，本プログラム

では，日本人学生にとっては母語であり，台湾人

学生にとっては学習言語である日本語を用いて交

流が行われた。その結果，台湾の学生にとっては

実践的な日本語運用能力を試す機会となり，日本

の学生にとっても，自らの母語を通して異文化交

流を経験することで，普段は意識しにくい文化的

背景や価値観の違いを再認識する契機となった。

このことから，英語に限定されない「母語を活用

した国際交流」も，学生の国際化意識や異文化理

解を深める有意義な教育的経験となり得ることが

示唆された。  

 また，本研究からは，学生が実際に交流し対話

する経験そのものが，異文化理解や価値観の再認

識を促す重要な教育的機会となっていることが明

らかとなった。したがって，今後の国際化人材教

育においては，学生の文化的背景や価値観の特徴

を踏まえつつ，相互理解と主体的な対話を促進す

る教育プログラムの設計が求められる。  
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教育のグローバル化に向けた教員の短期海外派遣 
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Short-Term Overseas Faculty Dispatch for the Globalization of Education 
 

Yangjoong Yun (Dean, Faculty of Socio-Environmental Studies) 
 

1 . はじめに  

 現代の高等教育においては，学習者本位の教育

の推進およびグローバル化の進展に伴い，学生の

問題解決力と英語力の向上に対する期待が一層高

ま っ て い る 。 本 学 部 に お い て も ， PBL （ Pro jec t -

Based  Learn ing）型授業は徐々に導入されつつある

が，英語力の向上を体系的に支援する教育プログ

ラムは十分に整備されているとは言い難い。この

課題に対応するためには，教員自らが主体的に教

育改善に取り組む必要があるが，現状ではその取

り組みは必ずしも十分とはいえない。  

 そこで本学部では，教育改善の一環として，教

員を海外の協定校へ短期派遣し，先進的な教育手

法や教育環境を直接体験させ，その知見を本学の

教育に還元する取り組みを実施した。異なる教育

環境における実践を理解し，それを自学部の教育

に応用することは，教育の質向上に資する重要な

手段である。この取り組みは，教員の教育力向上

に加え，学生の主体的・自律的な学習を促進する

新たな教育プログラムの開発にもつながる点で大

きな意義を有する。  

 具体的には，2024 年度にタイのキングモンクッ

ト王工科大学ラトクラバン校（ KMITL）への派遣

を実施した。KMITL では，合同研究セミナーへの

参加，教育関連施設の視察，現地教員との交流を

通じて，教育・研究活動における国際的視野の涵

養を図った。続く 2025 年度には，インドネシアの

ハサヌディン大学への派遣を実施し，自然災害を

主軸とした研究・教育の実践に触れるとともに，

施設視察や教員との意見交換を通じて，国際共同

研究および学生交流の基盤構築に向けた知見を得

た。また，これらの活動を通じて，多様な教育手

法に関する具体的な示唆を獲得することができた。 

 本取り組みにより，本学部における教育の国際

的視野は大きく拡張され，教育内容の深化が促進

されたと評価できる。その成果の一つとして，2026

年度よりハサヌディン大学との短期学生交流プロ

グラムを開始することが合意された。  

 本報告書では，以上の海外派遣における具体的

な活動内容および成果を整理するとともに，それ

らを踏まえた教員育成のあり方，ならびに本学に

おける今後の教育・研究の発展に向けた課題と展

望について論じる。  

 

2 . 2024 年度：タイ・ KMITL への短期派遣  

 キ ン グ モ ン ク ッ ト 王 工 科 大 学 ラ ト ク ラ バ ン 校

（ KMITL）は，タイを代表する理工系大学の一つ

であり，工学，情報技術，環境分野を中心に実践

的かつ国際的な教育・研究を展開している。特に，

産業界との連携や PBL 型教育を重視し，社会課題

の解決に直結する人材育成を特徴としている点に

強みがある。また，東南アジアにおける先進的な

教育・研究拠点として，グローバルな共同研究や

学生交流にも積極的である。社会環境学部との関

連においては，防災，環境マネジメント，都市課

題といった共通テーマを有しており，現地の具体

的な社会課題を題材とした教育・研究の展開が可

能である。さらに，英語を活用した教育実践や国

際協働型の学習機会を取り入れることで，本学部

が目指す問題解決力およびグローバル対応力の育
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成に資する連携先として位置づけられる。  

 本派遣は，若手教員 2 名および学部長の計 3 名

により実施され，現地でのプログラムは 3 日間の

日程で構成された。限られた期間の中で，教育・

研究交流と施設見学，さらには異文化理解の促進

をバランスよく組み込むことで，総合的な国際連

携の基盤構築を目指した点に特徴がある。  

 1 日目は，合同研究セミナーへの参加を中心と

した学術交流を実施した。本学部からは 3 名の教

員がそれぞれの専門分野に関する研究発表を行い，

社会環境学部の教育・研究内容について KMITL 側

の理解を深める機会とした。一方，KMITL からは

Business  School の教員が研究発表を行い，経営分

野を中心とした教育・研究の取り組みについて紹

介がなされた。これにより，双方の専門領域や研

究アプローチの相違点および共通点を確認し，今

後の連携可能性について具体的な議論を行う基盤

が 形 成 さ れ た （ 図 1 ）。 セ ミ ナ ー 終 了 後 に は ，

Business  School の教員との意見交換の場が設けら

れ，学部における国際交流の現状，英語による教

育手法の工夫，さらには今後の教育・研究連携の

可能性に至るまで，多岐にわたるテーマについて

活発な議論が行われた。この交流は，単なる情報

共有にとどまらず，実践的な教育改善に向けた示

唆を得る機会となった。  

 2 日目は， KMITL の先進的な教育・研究施設の

視察を実施した。具体的には，教員不在型のプロ

グラミング教育を実践する「 42  Bangkok」，ロボテ

ィクス・AI センター，ならびに地域連携型の食品

加工実習施設である「 FACTory  Cla ss room」などを

訪問した。これらの施設は，理論と実践を結びつ

け る 教 育 モ デ ル を 体 現 し て お り ， 特 に FACTory  

Class room においては，大学の研究成果を地域社会

や産業と接続する仕組みが構築されている点が印

象的であった。こうした取り組みは，社会課題の

解決に資する実践的教育の一例として，本学部の

教育改善に対しても重要な示唆を与えるものであ

る。また，日本型高等専門学校モデルを導入した

KMITL-KOSEN の視察も行い，日本の工学教育の

国際展開の具体例として，その教育内容や運営方

法について理解を深めた（図 2）。  

 3 日目は，教育・研究活動に加えて，異文化理解

および国際感覚の涵養を目的とした文化施設の訪

問を実施した。具体的には，バンコク市内に位置

するタイ王宮およびワット・ポーを訪問し，タイ

の歴史，宗教，芸術文化に直接触れる機会を得た

（図 3）。これらの施設は，タイ社会の文化的基盤

を象徴するものであり，現地の価値観や社会的背

景を体感的に理解する上で極めて有意義であった。

こうした文化的文脈への理解は，今後の国際的な

教育・研究連携を推進する際に，相手国の行動様

式や意思決定の背景を理解するための重要な基盤

となる。また，これらの訪問先は今後予定されて

いる本学の学生派遣プログラムにおいても活用が

見込まれており，教育的観点からも意義のある活

動であった。  

 以上のように，本派遣は学術交流，教育施設の

視察，文化理解という複数の側面から構成されて

 

図  1 セミナー参加者との記念撮影  

  

図  2 FACTory Classroom の訪問  
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おり，短期間ながらも多面的な成果を得ることが

できた。これらの経験は，本学部における教育・

研究の国際化を推進する上で重要な基盤となると

ともに，今後の具体的な連携プログラムの構築に

向けた出発点として位置づけられる。  

 

3 .  2025 年度：インドネシア・ハサヌディン大学

への短期派遣  

 ハサヌディン大学（ Univers i t a s  Hasanuddin）は，

インドネシア・南スラウェシ州マカッサルに所在

する国立大学であり，東インドネシア地域を代表

する教育・研究拠点である。医学，工学，農学，

社会科学など幅広い分野を有し，とりわけ海洋資

源，環境問題，防災といった地域特有の課題に根

ざした研究に強みを持つ点が特徴である。また，

国際共同研究や学生交流にも積極的である。社会

環境学部との関連においては，都市の防災，気候

変動，地域開発といった共通の研究テーマを有し

ており，現地の具体的な社会課題を対象とした実

践的な教育・研究の展開が可能である。さらに，

英語を用いた国際協働型の教育プログラムの構築

を通じて，学生の問題解決力およびグローバル対

応力の育成に寄与する連携先としてパートナにな

り得る。  

 本派遣は，自然災害研究を専門とする教員 1 名，

台湾・高雄科技大学との g-PBL を担当する教員 1

名，および学部長の計 3 名により実施され，現地

での活動は 3 日間の日程で構成された。限られた

期間の中で，現地調査，大学間における教育・研

究交流に関する建設的な対話，ならびに施設視察

を効果的に組み合わせることで，国際連携の基盤

構築を図った点に本派遣の特徴がある。  

 1 日目は，タロ川において小型船舶を用いた現

地調査を実施した。具体的には，河口域から上流

方向へ移動しながら，淡水と塩水の混合状態に着

目し，その濃度変化を継続的に測定した。この調

査は，河川環境を把握するとともに，環境変化に

伴う水質変動を分析する基礎データを取得するこ

とを目的としている。特に，塩分濃度の変化は，

洪水や高潮といった複合的な自然災害の影響を評

価する上で重要な指標となる。  

 また，本調査には自然災害に関心を持つ学生 6

名を引率しており，実地調査を通じた実践的な学

習機会を提供することができた。学生は，測定機

器の操作方法を学ぶだけでなく，実際の観測手法

を体験しながらデータ収集のプロセスを理解する

ことができた。さらに，現地の学生と協働して調

査活動を行うことで，異なる専門的背景や文化を

持つ他者との協力の重要性を体感する機会ともな

った。これらの経験は，教室内では得難い実践的

知識の習得に加え，国際的な視野や主体的な学習

態度の形成にも寄与するものであり，教育的意義

の高い活動であった（図 4）。  

 2 日目には，ハサヌディン大学において学長と

の公式会談を実施し，大学間協定に関する調印式

に臨んだ。本協定は，両大学間の連携を制度的に

確立するものであり，その主な目的は，研究能力

の強化，学術人材の相互交流の促進，さらには国

 

図  3 市内文化施設の訪問  

 

図  4 タロ川での調査活動  
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境を越えた知識交流の深化にある。調印式におい

て，ハサヌディン大学学長であるジャマルディン・

ジョンパ教授（ Jama luddin  Jompa）は，本連携が同

大学の国際化戦略の一環として位置づけられてい

ることを強調した。さらに，学長は，福岡工業大

学との協力関係が今後一層発展する可能性に言及

し，とりわけ研究を基盤とした革新的な教育プロ

グラムの展開に期待を示した。その具体例として，

研究活動を軸としたダブルディグリープログラム

の構築が有望な取り組みとして挙げられた（図 5）。 

 調印式終了後には，ハサヌディン大学工学部の

ハッタ教授（ Mukhsan  Pu t ra  Ha t ta）との間で，g-PBL

プログラムの創出に向けた具体的な意見交換を実

施した。本協議では，両大学の教育資源や専門分

野を踏まえ，共同で実施可能な教育内容や運営方

法について多角的に検討を行い，実践的かつ国際

協働型の教育プログラムの構築に向けた方向性を

共有した。これらの議論を通じて，本学部におけ

る教育の国際的視野は大きく拡張されるとともに，

課題解決型学習の高度化や教育内容の一層の深化

が促進されると確信した。具体的成果として，2026

年度よりハサヌディン大学との短期学生交流プロ

グラムを開始することで合意に至った。本プログ

ラムは，学生の国際的な視野の涵養に加え，実践

的な問題解決能力の向上にも寄与することが期待

され，今後の継続的な教育・研究連携の基盤とな

る重要な取り組みとして位置づけられる。  

 3 日目には，ジェネベラン川流域および関連す

るダム施設の視察を行い，水資源管理と防災に関

する知見を得た。ジェネベラン川には，日本政府

の支援を受け，流域の治水および水資源の安定的

確保を目的として，1990 年代後半にビリビリ多目

的ダム（ Bi l i -Bi l i  Dam）が建設されている。本ダム

は，洪水調節機能に加え，農業用灌漑，水道用水

および工業用水の供給といった多面的な役割を担

う重要なインフラである。しかしながら，2004 年

に発生した大規模な山体崩壊により，大量の土砂

がダム湖へ流入し，その後も堆積が進行している。

この結果，貯水容量の減少や洪水調節機能の低下

が懸念されており，ダムの持続的な運用および流

域全体の防災機能に影響を及ぼす可能性が指摘さ

れている。本視察を通じて，インフラ整備と自然

環境の相互作用，ならびに長期的な維持管理の重

要性について理解を深めることができた（図 6）。 

 

4 . まとめ  

 本報告では，社会環境学部における教育の国際

化 お よ び 質 的 向 上 を 目 的 と し て 実 施 さ れ た ，

KMITL お よ び ハ サ ヌ デ ィ ン 大 学 へ の 教 員 派 遣 の

取り組みについて，その活動内容と成果を整理し

た。両派遣の特徴として，学術交流，教育手法の

把握，施設視察，さらには異文化理解を複合的に

組み合わせた点が挙げられる。これにより，短期

間ながらも教育・研究の国際的展開に向けた具体

的な知見を獲得することができた。  

 KMITL への派遣では，PBL 型教育や産業連携を

基盤とした実践的教育の在り方について理解を深

めるとともに，英語を活用した教育手法の具体像

 

図  5 ハサヌディン大学学長と記念撮影  

 

図  6 ビリビリ多目的ダムの訪問  
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を把握することができた。また，先進的な教育施

設の視察を通じて，理論と実践を結びつける教育

モデルの重要性が再認識された。一方，ハサヌデ

ィン大学への派遣では，自然災害という地域固有

の課題を軸とした教育・研究の実践に触れ，フィ

ールドワークを取り入れた教育の有効性を確認し

た。さらに，大学間協定の締結および g-PBL に関

する協議を通じて，具体的な国際教育プログラム

の構築に向けた基盤を確立することができた。  

 これらの成果は，本学部における教育の国際的

視野の拡張にとどまらず，学生の主体的・自律的

な学習を促進する教育プログラムの開発へとつな

がるものである。特に，2026 年度より開始予定の

短期学生交流プログラムは，こうした取り組みの

具体的成果として位置づけられ，今後の継続的な

教育・研究連携の中核を担うことが期待される。  

 今後の課題としては，これらの知見をいかに体

系的にカリキュラムへ反映させるか，また教員間

での共有と組織的な教育改善をどのように進める

かが挙げられる。さらに，英語による教育の充実

や PBL 型授業の拡充を通じて，学生の問題解決力

およびグローバル対応力を一層高める必要がある。

本取り組みは，そのための重要な第一歩であり，

今後も継続的な国際連携を通じて教育の高度化を

図っていくことが求められる。  
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初年次教育におけるアカデミック・ライティング・スキルの 

向上に向けた取り組み 
 

尹   諒 重（社会環境学部長） 
 

Efforts to Enhance Academic Writing Skills in First-Year Education 
 

Yangjoong Yun (Dean, Faculty of Socio-Environmental Studies) 
 

1 . はじめに  

 近年，大学教育においてアカデミック・ライテ

ィング・スキルの育成は，学士課程教育の質保証

を支える重要な課題として位置づけられている。

アカデミック・ライティング・スキルとは，単に

文章を作成する能力にとどまらず，問いを設定し，

論理的に主張を構築し，適切な根拠を用いて説得

的に論述する能力を含むものである。また，先行

研究の理解と批判的検討，引用や参考文献の適切

な扱いといった学術的実践も不可欠な要素である。 

 大学基準協会大学評価研究所 1 )は，学士課程教

育において育成すべき能力として「汎用的技能」

や「論理的思考力」「表現力」などを挙げており，

これらはアカデミック・ライティングを通じて総

合的に育成される能力であるといえる。さらに，

日本における初年次教育の議論においても，レポ

ート作成能力や論述能力の育成は基盤的学修能力

の中核として重視されている 2 )。  

 しかしながら，日本の大学においては，入学時

点で十分なライティング能力を備えていない学生

が多いことが指摘されている。例えば，「何を書け

ばよいかわからない」「主張と根拠の関係が不明確

である」「引用の方法が理解できていない」といっ

た問題が広く見られる。これらは単なる表現技術

の不足ではなく，思考の構造化や知識の運用能力

の未成熟と深く関係している 3 )。  

 この背景には，高等学校までの教育において，

知識の習得や正解の再生が重視され，論理的に書

く訓練が十分に行われてこなかったことがある。

特に，日本語における論理的記述の教育は体系的

とは言い難く，大学入学後に初めて学術的文章作

成に直面する学生が多い。また，近年の情報環境

の変化により，断片的な情報処理には慣れている

一方で，論理的に構成された文章を読み，それを

踏まえて自ら文章を構築する力が相対的に弱まっ

ているという指摘もある。  

 こうした課題に対応するためには，初年次教育

においてアカデミック・ライティングを体系的に

指導することが必要である。その際，文章技術の

指導にとどまらず，「読む・考える・書く・振り返

る」という一連の学習プロセスとして位置づける

ことが重要である。このようなプロセス志向の学

習は，学習者の主体的な知識構築を促進し，深い

理解と応用力の形成につながると考えられる。  

 以上の問題意識に基づき，社会環境学部は教育

開発推進室の特別予算で外部講師を招聘して，基

礎ゼミナールにおいてアカデミック・ライティン

グ・スキルの育成を目的とした講座を 2024 年度か

ら 2025 年度まで実施した。本講座は，クリティカ

ル・リーディングを基盤としつつ，論理構成，文

章表現，引用方法，評価と修正といった要素を統

合的に扱うことで，学生の基礎的学修能力の向上

を図るものである。  

 本稿では，この講座の授業設計および実践内容

について詳細に報告するとともに，その教育的意

義と今後の課題について検討する。  
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2 .  アカデミック・ライティング・スキル講座の

概要  

2 .  1 教育設計の理念と全体構造  

 本講座は，基礎ゼミナールの前期における第 4

回から第 7 回までの 4 回構成であり，「読む→考

える→書く→評価する」という一連の学習プロセ

スを段階的に経験させることを目的として設計さ

れている。この構造は，単に知識を伝達するので

はなく，学術的思考のプロセスそのものを学生に

体験させることに主眼を置いたものである。  

 特に，本講座の特徴は，クリティカル・リーデ

ィングを出発点とし，ライティングへと接続する

点にある。すなわち，「読むこと」が「書くこと」

の前提であるという認識に基づき，まず他者の論

述を理解・分析する能力を育成し，その上で自己

の主張を構築する能力へと展開している。この段

階的設計により，学生は論理構造を模倣するので

はなく，自ら再構築する力を身につけることがで

きる。  

 2 年間の実施内容は基本的に同じである。ただ，

2025 年度においては，2024 年度の実践を踏まえた

改善が行われた。第一に，第 5 回において知識を

得るための一斉授業の時間を減らし，各自がレポ

ートを書くための準備（各自のレポートテーマを

決める）の時間を取る。そうすることで，第 6 回

の授業では，実践的な学びに専念できるようにし

た。第二に，実際にレポート作成に取りかかるな

かで，学生が誤りがちな引用の仕方，文献リスト，

文法等の演習問題を取り入れる。実践のなかで学

ぶことで問題点も明確になり身につくようにした。

第三に，第 7 回ではレポート評価の際に，改善点

を指摘されたままにするのではなく，それを修正

する時間を取る。また，グループでのワーク，多

くの学生が間違いやすい事項について再度指導す

ることで，レポート作成の基本を定着させる工夫

をした。  

 これらの改善は，従来の知識伝達型授業から，

実践・内省・再構成を重視する学習モデルへの転

換を意味している。以下では，各回の具体的な実

践内容を説明する。  

 

2 .  2   第 4 回：クリティカル・リーディングの深

化と論理的思考の基盤形成  

 第 4 回では，クリティカル・リーディングの理

論と実践を扱い，論理的思考の基盤を形成するこ

とを目的とした。クリティカル・リーディングと

は，単に内容を理解するだけでなく，論理の妥当

性や前提の適切性を検討しながら読む方法である。 

 授業では，以下の段階的プロセスに基づいて学

習を進めた。まず，テキストを精読し，キーワー

ドやキーセンテンスに着目する。この活動により，

学生は文章の重要部分を選別する能力を養う。次

に，段落ごとの要約を行い，文章構造を把握する。

段落要約から全体要約へと進むことで，情報の階

層構造を理解する力が培われる。  

 さらに，筆者の主張とその根拠を抽出し，その

妥当性を検討する段階へと進む。この過程では，

「なぜその主張が成り立つのか」「他の解釈は可能

か」といった批判的視点が求められる。  

 このような活動は，単なる読解を超え，論理的

思考のトレーニングとして機能し，学生が受動的

な理解から主体的な思考へと移行する契機となる。

また，周りの学生とのディスカッションを通じて

他者の解釈に触れることで，学生は自らの理解の

限界や偏りに気づく。このプロセスは，思考の相

対化と深化を促進し，後続のライティングにおい

て多角的な論証を構築する基盤となる。  

 

2 .  3   第 5 回：アカデミック・ライティングの基

礎理解と問題設定能力の育成  

 第 5 回では，アカデミック・ライティングの基

礎として，論文・レポートの構造と論理的記述の

方法を指導した。論文は「問い」と「答え」によ

って構成される問題解決型の文章であり，その構

造は序論・本論・結論から成る。  

 授業ではまず，序論において問題を提示し，本

論で論証し，結論でまとめるという基本構造を理

解させた。その上で，パラグラフ・ライティング
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の概念を導入し，一つの段落に一つの主張を置く

こと，トピックセンテンスを明確にすることを具

体的に指導した。  

 さらに，本回の重要な特徴は，テーマ設定の活

動を重視した点である。学生はブレインストーミ

ングを通じて自らの関心を整理し，レポートのテ

ーマを設定した。この過程では，「何について書く

か」という問いを自ら立てることが求められる。  

 この活動は，学習の主体性を高めるだけでなく，

論文の質を左右する重要な段階である。適切な問

いが設定されることで，論証の方向性が明確にな

り，論理構成が安定する。また，テーマ設定の段

階で文献の必要性を認識させることで，後続の学

習における調査活動への動機づけが強化された。  

 

2 .  4   第 6 回：実践的ライティングと技能の具体

化  

 第 6 回では，実際にレポート作成に取り組む実

践的授業を実施した。本回では，抽象的な知識を

具体的な技能へと転換することが目的とされた。  

 まず，レポート作成の手順として，テーマ設定，

資料収集，アウトライン作成，執筆という一連の

プロセスを確認した。その上で，学生は自身のテ

ーマに基づいてアウトラインを作成し，実際に文

章を書き始めた。  

 本回では特に，論理的文章を書くための具体的

技術が重視された。具体的には，一文一義の原則，

主語と述語の対応，書き言葉の使用，接続詞の適

切な使用などである。さらに，引用のルールにつ

いても重点的に扱った。直接引用と間接引用の違

い，引用符の使用，出典の明記などを具体例とと

もに指導し，誤用を修正する演習を行った。これ

により，学生は学術的誠実性の重要性を理解する

とともに，適切な引用技術を習得した。  

 2025 年度の改善点として，実際の誤りをもとに

した演習を導入したことが挙げられる。これによ

り，学生は自らの弱点を具体的に認識し，修正す

る機会を得た。このような実践的学習は，知識の

定着を大きく促進する。  

2 .  5   第 7 回：評価とフィードバックの活用（他

者評価の導入と教育的効果）  

 第 7 回では，完成したレポートを対象として，

自己評価および他者評価を実施した。本回の特徴

は，評価を単なる成績付けではなく，学習プロセ

スの一部として位置づけている点にある。  

 まず，学生は自己評価シートを用いて自らのレ

ポートを振り返った。評価項目は，体裁，表現・

形式，内容・構成，引用の 4 観点であり，各項目

について評価できる点と改善点を記述する形式で

あった。これに加えて，2025 年度では他者評価が

導入された。他者評価では，ルーブリック形式の

評価シートを用い，複数の観点からレポートを採

点・コメントする仕組みが採用された。  

 評価項目は大きく四つに分かれる。第一に「体

裁」であり，表紙の記入状況，文字数，タイトル

の適切性，ページ番号の有無などが評価対象とな

る。第二に「表記・表現・形式」であり，序論・

本論・結論の明確性，文体の統一，句読点の適切

性，一文の長さなどが評価される。第三に「内容・

構成」であり，主張の明確性，論証の妥当性，具

体例の適切性，結論の説得力などが評価される。

第四に「引用」に関しては，参考文献の有無や表

記の統一性がチェックされる。  

 加えて，定量的評価だけでなく，「評価できる点」

「改善点・課題点」「アドバイス」といった自由記

述欄が設けられており，質的フィードバックが重

視されている。このような他者評価の導入は，複

数の教育的効果をもたらした。  

 第一に，自己評価の客観性が向上した点である。

他者からの評価を受けることで，自分の認識と他

者の評価の差異を認識し，自己評価の妥当性を見

直す契機となった。これにより，学生は自らの文

章をより客観的に捉えるようになる。第二に，自

分では気づきにくい問題点への気づきが促進され

た点である。例えば，論理の飛躍や表現の曖昧さ

などは，書き手自身には見えにくいが，読み手の

視点からは明確に認識される。このようなフィー

ドバックは，文章改善に直接的に寄与する。第三
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に，他者の思考や表現方法への理解が深まった点

である。他者のレポートを評価する過程で，学生

は多様な論証方法や表現スタイルに触れることに

なる。この経験は，自らの思考の幅を広げるとと

もに，より高度な論述能力の形成につながる。  

 さらに，評価後にはレポートの書き直しが行わ

れた。これにより，フィードバックが実際の修正

行動へと結びつき，学習内容の定着が促進された。

評価と修正を一体化したこのプロセスは，アカデ

ミック・ライティング教育において極めて有効で

あるといえる。  

 

3 . まとめ  

 本研究では，基礎ゼミナールにおけるアカデミ

ック・ライティング・スキル講座の実践について，

2025 年 度 の 改 善 内 容 を 踏 ま え な が ら 詳 細 に 検 討

した。本講座は，「読む（クリティカル・リーディ

ング）」「考える」「書く（アカデミック・ライティ

ング）」「評価する」という一連の学習プロセスを

統合的に設計し，段階的に経験させることを特徴

としている。このような構造により，学生は単な

る知識の習得にとどまらず，学術的思考と表現の

方法を実践的に身につけることができた。  

 特に，2025 年度における改善点として，①テー

マ設定活動の重視，②誤りに基づく実践的演習の

導入，③自己評価と他者評価を組み合わせたフィ

ードバックの強化，という三点が挙げられる。こ

れらの取り組みによって，学生の学習は受動的な

知識受容から，主体的かつ反省的な学習へと転換

した。とりわけ他者評価の導入は，自己評価の客

観性を高めるとともに，自身では気づきにくい問

題点の発見や，多様な思考様式への理解を促進す

るなど，教育的に大きな意義を持つものであった。 

 その結果，学生は論理構成の明確化，適切な文

章表現，引用ルールの理解といった基本的アカデ

ミック・ライティング・スキルを一定程度習得し

たことが確認された。また，評価と修正を繰り返

す学習プロセスを経験することで，文章を一度書

いて終わりとするのではなく，改善可能なものと

して捉える姿勢が育成された点も重要な成果であ

る。これは，今後の専門科目におけるレポート作

成や卒業研究においても有効に機能すると考えら

れる。  

 一方で，本実践にはいくつかの課題も明らかと

なった。第一に，学生間における理解度や習得度

の差が大きく，特に論理構成や引用方法に関して

は十分に定着していない学生も見られた点である。

第二に，授業時間の制約により，個別指導や詳細

なフィードバックを十分に行うことが難しいとい

う問題があった。第三に，他者評価の質にはばら

つきがあり，評価の観点や基準の理解をさらに深

める必要があることも示唆された。  

 これらの課題を踏まえ，今後の改善に向けてい

くつかの方向性が考えられる。まず，第一に，講

座回数の増加や補助教材の充実により，反復的な

学習機会を確保することである。2026 年度におい

ては，講座回数を 5 回に拡充し，より段階的かつ

継続的な指導を行う予定である。第二に，ルーブ

リックの明確化や評価訓練の導入により，他者評

価の質を向上させる必要がある。第三に，基礎ゼ

ミナール担当教員が積極的に学生レポートにコミ

ットし，フィードバックの効率化と個別化を図る

ことも有効であると考えられる。  

 さらに，本講座で育成されるスキルは，単なる

大学内の学習にとどまらず，社会における問題解

決能力やコミュニケーション能力とも深く関係し

ている。したがって，本実践は初年次教育として

の意義に加え，将来的なキャリア形成にも寄与す

る基盤的教育として位置づけることができる。  

 以上のように，本講座は一定の教育的成果を示

すとともに，今後の改善に向けた課題も明らかに

した。今後は，本実践を継続的に発展させるとと

もに，より普遍的な初年次教育モデルとしての確

立を目指していく必要がある。  
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Abstract 

 

 Following the university-wide Faculty Development policies for 2023, the Center for Liberal Arts conducted original 

workshops four times during the 2025-26 academic year. Our three professors gave presentations about what they did in the 

classroom to nurture learners’ autonomous learning attitudes. The topics covered how to raise learners’ motivation, practical 

ways to set up assignments, and how to increase students’ ownership in learning. In each workshop, participants exchanged 

opinions on what teachers can or should do to facilitate learners' autonomy, and this provided the participants with new insights 

toward teaching.  

 

Key words: Autonomous learning, Faculty development, Liberal Arts. 

 

1 . 本稿の目的  

 教養力育成センターでは，2025 年度も教養教育

における主体性育成のための教育実践を共有する

ために，4 度の FD 研修会を開催した。第 1 回目は

5/28（白坂），第 2 回目は 10/15（井隼），第 3 回目

は 12/17（外部講師：長沼祥太郎九州大学准教授），

第 4 回目は 3/4（原田）に行ったが，本稿では，本

センター所属の各発題者による実践を報告するも

のとする。  

 

2 .  全学共通教育における AI・データサイエンス

教育の現状と展望（白坂正太）  

2 .  1 はじめに  

 政府の「 AI 戦略 2019」（ 2019 年 6 月策定）を受

け，日本では，分野を問わず全ての大学・高専生

を対象とした数理・データサイエンス・AI（以下，

MDASH）教育の体系化が進められてきた。本学に

おいても， MDASH リテラシーレベルの認定を受

けた教育プログラムとして「 AI データサイエンス

基礎」を全学共通科目に開講している。また，2022

年度からは高等学校において「情報 Ⅰ」が必履修科

目となり，入学時点で一定のデータサイエンスの

素養を持つ学生が増加しつつある。こうした接続

も踏まえ，大学におけるリテラシー教育の位置づ

けを継続的に見直していく必要がある。本科目の

カリキュラム構成や MDASH リテラシーレベルの

学習成果については白坂（ 2025）で詳述している

ため，本章では本科目の現状を概観した上で，生
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成 AI の進化をはじめとする社会情勢の変化を踏

まえた今後の授業改善の方向性について論じる。  

 

2 .  2 授業の概要と受講状況  

 「 AI データサイエンス基礎」は， MDASH リテ

ラシーレベルのモデルカリキュラムに基づき，「導

入」「基礎」「心得」の 3 つのカテゴリを軸に全 15

回で構成されている。「導入」では社会におけるデ

ータ・ AI 活用の現状と背景を学び，「基礎」では

データの読み取りや説明，適切な取り扱いに関す

るリテラシーを習得し，「心得」ではデータ活用に

おける倫理的側面やリスクについて考察する。す

べての回をオンデマンド形式で実施しており，受

講生は各回の授業動画を視聴した上で，設定され

た問いに対してレポートを作成しながら学習を進

める形式をとっている。  

 2024 年度の全学での単位取得率は，前期が 87%，

後期が 95%であった。後期の単位取得率上昇の背

景には，課題未提出者へのリマインドの徹底や，

前期の運用経験を踏まえた案内の改善が一因とし

て考えられる。全体として大多数の受講生が単位

を取得しており，リテラシーレベルの教育として

一定の成果を上げていると評価できる。  

 

2 .  3 今後の授業改善に向けて  

 本科目の今後を展望するにあたり，白坂（ 2025）

の分析結果を踏まえつつ，主に 2 つの観点から検

討したい。  

 第一に，生成 AI の急速な進化に伴うリテラシ

ー教育の内容的な見直しである。前稿では，受講

生のレポートを対象に BERT を用いたトピック分

析を行った結果，学習成果が 9 つのトピックに整

理された。そのうち最も多くの文書が分類された

のは「社会問題における倫理観」であり，「キャリ

ア観・職業観」「デジタル技術との向き合い方」「意

思決定への影響」といったトピックも抽出されて

いる。このことは，受講生が本科目を通じて，デ

ータや AI を単なる技術としてではなく，社会と

の関係の中で多面的に捉える視点を獲得している

ことを示している。  

 し か し な が ら ， こ れ ら の 学 習 成 果 が 得 ら れ た

2024 年度と現在とでは， AI 技術をめぐる状況が

大きく異なっている。 ChatGPT をはじめとする生

成 AI 技術が社会に急速に浸透し，文章生成にと

どまらず，画像・動画・音声の生成，プログラミ

ング支援，データ分析の自動化など，その活用領

域は拡大の一途をたどっている。受講生のレポー

トに表れた「著作権への影響」や「人間社会への

リスク」といったトピックは，生成 AI の普及によ

りいっそう切実な問題となっている。 MDASH リ

テラシーレベルのモデルカリキュラムは 2024 年 2

月 22 日に改訂され，高等学校「情報Ⅰ」や生成 AI

等への対応が反映された。本学のカリキュラムに

おいても，受講生の中に既にある倫理的関心をさ

らに深化させる形で，AI が生み出す情報の信頼性

を判断する力や，データの偏り・倫理的問題を適

切に理解する力の育成を強化していく必要がある。 

 なお，生成 AI 技術への社会的関心の高まりに

伴い，最新技術の操作方法や活用法の習得を期待

して本科目を受講する学生も少なくない。授業評

価アンケート等においてそうした要望が見られる

こともあるが，本科目はリテラシーレベルの教育

として，特定の技術に依存しない普遍的な素養の

育成を目的としており，個別の技術習得とは目標

を異にしている。こうした乖離を小さくするため

には，シラバスや初回ガイダンス，LMS 上の案内

を通じて科目のねらいを的確に伝えることも重要

であろう。  

 加えて，生成 AI の登場によりレポート作成の

あり方そのものが問い直されている現在，本科目

のようなオンデマンド・レポート形式の授業にお

いては，この課題が特に顕在化しやすい。また，

同稿の共起ネットワーク分析では，「意思決定」「視

点」「認識」といった単語が中程度の中心性を持つ

語群として抽出されており，受講生がデータを用

いた判断や考え方の変化について言及していたこ

とがうかがえる。こうした思考のプロセスこそが

本科目の学修成果の核であるならば，AI を「使わ
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せない」方向での対策には限界があり，むしろ AI

を適切に活用しながら自らの思考を深めるような

課題の開発が今後の授業設計における急務である

といえよう。  

 第二に，単位未取得者の構造を踏まえた教育改

善の枠組みの精緻化である。単位取得率の安定化

は重要な課題であるが，単位を取得できなかった

学生の中には，質的に異なる層が存在することに

留意する必要がある。すなわち，すべての課題に

取り組んだにもかかわらず単位取得に至らなかっ

た学生と，課題を一切提出しなかった学生とでは，

求められる対応が本質的に異なる。前者に対して

は，課題の難易度や説明の適切さといった授業設

計の見直しが必要となるが，後者に対しては，履

修指導や学修支援といった授業外の枠組みでの対

応が求められる。  

 こうした構造を区別せずに，単位取得率が低い

ことをもって短絡的に「授業を改善すべきである」

という結論に落ち着くべきではない。実際に授業

に参加した学生の学修成果に基づいて授業デザイ

ンの改善の必要性を検討することが，より効果的

な教育改善につながるだろう。教育改善の取組に

おいても，こうしたデータの構造を踏まえた分析

が行われることが望ましい。数値としての結果を

追い求めるあまり，表面的な対応に終始すること

なく，教育の質の実質的な向上を目指した取組が

求められる。  

 以上の 2 点を踏まえ，AI 技術の進化に対応した

カリキュラムの更新と，教育改善の指標の適切な

運用を両輪として，本科目の充実を図っていく必

要がある。MDASH 教育は，技術的な知識の伝達に

とどまるものではなく，データや AI が社会にも

たらす影響を多面的に捉え，自らの判断で適切に

活用できる力を育成するものである。今後も，急

速に変化する社会情勢を注視しつつ，学生が AI 時

代を主体的に生きるための基盤となるリテラシー

教育のあり方を模索し続けていきたい。  

 

3 .  心 理 学 の 一 斉 講 義 で の ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン

グの試み（井隼経子）  

3 .  1 はじめに：講義の背景と目的  

 本報告は，大学における一般教養科目「心理学」

において，受講生の主体的な学びを促すために導

入したアクティブラーニング（ AL）の試みとその

成果についてまとめたものである。心理学という

学問は，世間一般では「心を読む技術」や「メン

タリスト」のような，多分に神秘的あるいは操作

的なイメージを持たれることが多い。初回の講義

で学生が抱くイメージを調査したところ，「他人の

心を読み取る」「性格を分析する」「メンタリスト」

といったワードが並び，学問としての心理学と，

通俗的な「占い」や「擬似心理学」が混同されて

いる実態が浮き彫りとなった。こうした現状を踏

まえ，本講義では以下の 3 つの個人的な目標を設

定した。  

1 .  イメージの払拭：心理学＝「心を読む」「メンタ

リスト」という偏ったイメージを，科学的根拠

に基づく学問としての認識へ変えること。  

2 .  日常生活への適用：楽しみながら自身の日常生

活を振り返り，身近な現象を心理学の視点で捉

え直してもらうこと。  

3 .  誤解の解消：血液型占い，MBTI，錯視とストレ

スの関係，睡眠学習など，世の中に蔓延する科

学的根拠の乏しい言説についての誤解を解くこ

と。  

 学生に対しては，「私達自身のこころのしくみを

学ぶ」ことを主眼に置き，知識の習得にとどまら

ず，その知識を用いて日常の行動や現象を考察で

きるようになることを最終的な到達目標とした。  

 

3 .  2 講義の設計とアクティブラーニングの導入  

 本講義は一斉講義のスタイルを基本としつつも，

学生が受動的な聴講に終始しないよう，随所に「作

業」や「体験」の要素を取り入れた。  
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3 .  2 .  1 講義の構成と具体的活動  

 講義の冒頭 5 分程度をアイスブレイクとし，そ

の日のテーマに関連する簡単なクイズやデモンス

トレーションを実施した。表 1 に示すように，各

テーマにおいて「アクティブラーニング的活動」

を組み込んでいる。  

3 .  2 .  2 復習クイズと双方向性の確保  

 講義の定着を図るため， myFIT を活用した復習

クイズを毎時間課した。  

 クイズの形式： 5〜 7 問程度の選択式・記述式問

題を出題。単なる知識の確認ではなく，具体的な

事例（例：就職活動に失敗してやる気を失う「学

習性無力感」の事例）を提示し，概念を適用させ

る応用問題も含めた。  

 受験機会の提供：1 回目はチャレンジ，2 回目は

復習として，計 2 回までの受験を認めた。  

 双方向性の工夫：クイズの最後に自由記述の感

想・質問欄を設け，記入者にはボーナス点として

1 点の加点を行った。ここで寄せられた質問は，

次週の講義冒頭で回答したり，面白い視点を共有

したりすることで，大規模講義ながらも教員と学

生の対話の場を設けた。  

 

3 .  3 実践の成果と学生の反応  

 アクティブラーニング的要素を取り入れた結果，

学生の学習態度や学問に対するイメージに明確な

変化が見られた。  

3 .  3 .  1 心理学に対するイメージの変容  

 最終課題において「心理学のイメージは最初と

今で変わったか」を問うたところ，初回には見ら

れなかった「科学」「理論」「実験」「統計」「根拠」

といった言葉が頻出するようになった。血液型占

いや MBTI といった通俗的な心理学と，学問とし

ての心理学を概ね区別できるようになった学生が

多く，啓蒙としての目標は概ね達成されたといえ

る。  

3 .  3 .  2 実験・ワークへの関心  

 簡易的な実験体験に対する学生の満足度は非常

に高かった。特に「自分の結果が理論や説明に当

てはまったとき」に強い興味を示す傾向があり，

自身の感覚や行動が科学的な法則に基づいている

ことへの驚きが，学習意欲の向上に繋がったと考

えられる。また，自閉スペクトラム症と錯視の関

係など，特定の個体差に関するトピックにも深い

関心が寄せられた。  

3 .  3 .  3 最終課題における考察の深化  

 最終課題では，学んだ内容から 1 つを選び，自

身 の 日 常 や 趣 味 と 関 連 付 け て 論 じ さ せ た 。  例 え

ば，「認知的不協和理論」を選択した学生は，自身

が乗り気でないアーティストのライブに高いチケ

ット代を払って行った際，後悔を打ち消すために

「楽しかった」と正当化しようとした経験を理論

的に分析した。このように，自身の感情の裏側に

ある心理的メカニズムを客観的に捉えようとする

姿勢が多くのレポートに見られた。意外なことに，

社会心理学的なテーマだけでなく，錯視や知覚，

記憶といった基礎心理学の領域を自身の趣味（描

画やゲームなど）に結びつけて考察する学生も多

かった。  

 

3 .  4 今後の課題と展望  

 本実践を通じて，一斉講義における AL の有効

性が確認された一方で，以下の課題も浮き彫りと

なった。課題の提出管理：復習クイズの締め切り

を柔軟に設定した結果，期末にまとめて回答する

「溜め込み型」の学生が一定数存在した。学習の

表  1．講義内でのアクティブラーニング活動  
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ペースメーカーとしての機能を強化するためには，

締め切り設定の厳格化や，適宜のリマインドが必

要である。出席率の維持：定員 65 名に対し，平均

的な欠席者は 15 名程度であった。これは他の心理

学の講義とも同等水準ではあるので，出席をさせ

る（ピ逃げをさせない）工夫を行っていく必要が

ある。実験データの利活用：講義内で行った簡易

実験の結果を，その場での体験にとどめず，クラ

ス全体のデータとして集計・フィードバックする

ことで，より「データに基づく心理学」の実感を

持たせることができるのではないかと考えている。 

 一斉講義という制約の中でも，短時間のワーク

や ICT を活用したフィードバックを組み合わせる

ことで，学生の興味・関心を喚起し，学問に対す

る正しい理解を促すことが可能である。心理学を

「神秘的な何か」ではなく，自分たちの日常を支

える「科学」として捉え直させる本試みは，学生

の学ぶ意欲の向上にも寄与するものであると考え

ている。  

 今後は，学生の専門分野（工学等）との接点を

より意識した事例紹介を増やすとともに，学生自

身が問いを立て，データを収集し，考察するプロ

セスをさらに強化していきたい。  

 

4 .  授業アンケートから見る，主体性・自主性の

あり方と今後の課題  

 （原田寛子）  

4 .  1 アンケートを行った背景  

 学生が主体性・自主性を自ら意識し授業に臨ん

でくれることは理想的であるが，教室で 30 名以上

の学生を前に授業を行っていると一人ひとりの主

体性や自主性は見えにくいのが現状である。課題

を期日通りに提出し，授業中の課題に真面目に取

り組む学生がほとんどであるが，中には課題によ

って取り組む姿勢が異なったり，まったく参加し

ない課題もあったりする。そのため，学生の主体

性や自主性がどのように機能しているのかを知る

必要があると思われた。そこで， 1 年生の 2 クラ

スを対象に主体性・自主性に関するアンケートを

行 っ た 。 対 象 は ， 通 常 の 英 語 ク ラ ス Freshman 

Engl i sh（社会環境学科）と入学者の上位 10%が配

属される習熟度の高いクラス Advanced  Engl i sh（ 6

学科）の 2 クラスである。今回のアンケートでは，

学生が理解しやすいように，主体性や自主性の定

義を「計画を立てたり，準備をしたり，課題など

自分がやるべきことに対して自ら行動すること」

と説明した。アンケートでは，評価の対象となる

課題別に「どのぐらい主体的・自主的に取り組ん

だか」「どの課題が最も主体的・自主的に取り組め

たか」などの問いを 4 段階の回答に分けて問った。 

 

4 .  2 アンケートの結果から見えた学習状況  

 アンケートでは，まず，評価と関わる課題とし

て，「授業前課題（宿題等）」「授業参加」「小テス

トの準備」の項目について，「できた」「ほとんど

できた」「時々できた」「あまりできなかった」の

4 段階で，どのぐらい主体的・自主的に行動でき

たかを尋ねた。  

 Freshman Engl i sh  のクラスでは，事前に行う授

業外学修や宿題の提出に関しては 80%以上の学生

が「できた」「ほとんどできた」を選んでいたが，

授業参加や小テストの準備に関しては「時々でき

た」「あまりできなかった」と答えた学生が 20%ほ

ど増えていた。授業前に行う課題では，ゆっくり

と時間をかけ，友人に聞いたり自分で確かめたり

もできるが，授業でみんなと進度を合わせて学習

を進めることは習熟度の低い学生には困難を感じ

る場合もあるのではないかと思われた。特に，小

テストなどは，準備をしても高得点につながらな

い場合もあり，習熟度が低いことが，主体的・自

主的に課題に取り組む意欲を妨げているのではな

いかと感じられる。実際に該当するクラスでは，

授業参加や小テストの準備に「時々できた」「あま

りできなかった」と回答した学生数と同等数の学

生が単位取得に結びつかない結果になっていた。

授業に真面目に取り組まない学生が時に見られる

が，そのような学生は，取り組む意識が低いため

習熟度が上がらないのではなく，授業についてい
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けないから不真面目な態度になるのかもしれない

と推測された。  

 Advanced  Engl i sh のクラスでは，毎回提出する

宿題についてはよい結果であったが，不定期な宿

題については主体性・自主性が少し低めであった。

また， TOEIC に関連する 40 個の単語が範囲とな

る小テスト（単語テスト）への取組みはそれほど

高くなかった。しかし，授業への取組みについて

は 85％以上の学生が「できた」「ほとんどできた」

を選んでおり「あまりできなかった」と回答した

ものはいなかった。このクラスでは，テキスト内

にも多くのアクティビティがあり，学生の習熟度

や英語に対する関心も高いため，ペアワークやグ

ループワークに積極的に参加しやすい環境であっ

たためと思われる。   

 

4 .  3 授業内容の充実に向けて  

 「どの課題が最も主体的・自主的に取り組めた

か／取り組めなかったか」という問いに対して，

Freshman  Engl i sh の学生はどちらも「授業参加」が

最下位であり， Advanced  Engl i sh クラスに関して

も「授業参加」が最下位に近い結果であった。「取

り組めなかった」に対して最下位の結果は悪くな

いものの，この結果は授業内の学習活動に対する

学生の印象が薄いということを示しているのでは

ないかという懸念を感じた。事前学修や小テスト

の準備は授業での学習を深めるために行うもので

ある。それらの取組みが生かせるよう，授業の内

容とそれらの課題をつなげ，教室での学びの質を

向上させ，学生の印象に残るような授業のあり方

が必要であると感じられた。  

 「英語の授業に主体的・自主的に参加するため

のモチベーションとなるものはどれか」（ 9 項目か

ら選択）という問いに対しては，両クラスとも「ペ

アやグループで学習すること」と「授業が理解で

きていること」の 2 項目が 1 位もしくは 2 位にあ

がっていた。また，本学が行っている授業アンケ

ートの自由記述では， Freshman  Engl i sh クラスに

おいて「グループワークの時間がもっと欲しかっ

た」， Advanced  Engl i sh クラスでは，「グループワ

ークがたくさんあってよかった」という意見が見

られた。 Freshman Engl i sh  クラスでは，グループ

ワークの課題に取り掛かるまでに時間がかかり，

教員側の指導が必要な状況がしばしばあった。協

働学習がうまく機能していないように見えたため，

グループワークよりも講義形式の時間を増やして

いた。しかし，学生の意見を考慮すると，互いに

相談したり教え合ったりする時間は，うまく機能

していないように見えても，実は学生にとって重

要な授業理解の場であり，学生同士の相互のやり

取りによって互いに高め合う貴重な機会になると

思われた。  

 「なぜ英語を学ぶのか」「学ぶことが何につなが

るのか」という学びに関するより大きなモチベー

ションを理解することによって，授業に対する主

体性・自主性を高めていくことができれば理想的

であるが，英語という科目に対して苦手意識を強

く持つ学生も多いと思われるため，目の前の課題

を着実にこなし単位取得につなげる工夫が今後も

必要に思われる。そのためには，授業内の協働学

習の時間を授業理解に結びつけ，互いに協力しな

がら学習を行うなかで主体性・自主性を育て，授

業の 90 分が最も印象に残る充実した学びの時間

になるよう授業内容を再検討する必要性を認識し

た。  

 

5 . 結語  

 以上を通して，教養力育成センターにおける教

育実践が学生の主体的学びを促進することに資す

る形で実施されている様子が浮かび上がってくる。

学生が学力向上を自覚し，自己肯定感を保持でき

るようになるためには，教員主導の授業形態から

学習者中心の授業形態への変化が必要になってく

る。本稿での実践が今後更に深められると共に，

センター構成員に共有され，各分野における学生

の成熟に寄与することが期待される。  

 なお，外部よりお招きした長沼氏は生成 AI の

利活用に関する知見を披露されたが，急速に変化
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する教育環境への対応が授業者の側に求められる

ことを強く意識させられる内容であったことを付

け加えておきたい。  
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教養教育におけるサービス・ラーニングの実践報告 
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1 . はじめに  

 2023 年 度 よ り 福 岡 工 業 大 学 の 教 養 選 択 科 目 に

「地域創生論」および「地域創生 PBL」が設置さ

れている。いずれも自治体，企業，NPO 等団体な

どと連携して，地域に根差した問題から具体的な

課題を見つけ，実践的に解決を図ろうとすること

を通して学ぶ点で共通する。  

 筆者は，サービス・ラーニングを「市民性の涵

養と専門的知識の深い理解や応用の習得をねらい

とし，社会貢献活動と学問的な知識・技能の構造

的な統合かつ，地域社会が抱える問題の解決を目

指すような公益的・実践的活動が，カリキュラム

として構造的に提供される教授法」と定義し（坂

本  2020），Furco（ 1996）の概念整理を基に科目間

の位置づけについて整理してきた（坂本  2024）。  

 本論は，筆者が担当したこれらの科目の実践報

告として，教養科目におけるサービス・ラーニン

グ科目の現状と課題を学生の学習効果とそれを支

えるコミュニティ・エンゲージメントに着目して

整理する。これにより，今後の教養教育科目にお

ける地域を基盤とする教育の効果や，大学におけ

る地域連携の意義の検討につなげるものである。  

 

2 . 科目の社会的背景と位置づけ  

 本論が対象とする科目は，少子高齢化や人口減

少だけでなく，社会的要因を背景に設置された科

目である。  

 中央教育審議会（以下，中教審）は 2005 年の『我

が国の高等教育の将来像（答申）』のなかで，教育

と研究に加え，第三の機能として「社会貢献」を

提唱し，2006 年には法改正も行われた。文部科学

省は 2012 年に COC（ Cente r  o f  Communi ty）地（知）

の拠点整備事業において大学による地方創生人材

育成プログラムを開始し， 2020 年度から 2024 年

度までは COC＋ R「大学による地方創生人材育成

プログラム」として継続的に推進している。  

 また，日本経済団体連合会と国公私立大学のト

ップで設置された「採用と大学教育の未来に関す

る産学協議会」の『中間まとめと共同提言』（ 2019

年 4 月 22 日）では，Soc ie ty  5 .0 時代に求められる

人材育成に対して，高度な専門職に必要な知識・

能力を身につけるための幅広い教養教育の重要性

が示された。その中で，今後の具体的アクション

全 7 項目中，「産学連携による課題解決型（ PBL 型）

教育を促進する仕組みづくり」と，「地域の視点か

ら産業発展・新産業創出を担う人材育成のための

『地域課題解決型（ PBL 型）教育』の実施」の 2

項目で，課題解決型教育の強化が掲げられた。  

 さらに， 2025 年 2 月，中教審は『我が国の「知

の総和」向上の未来像～高等教育システムの再構

築～（答申）』において，人の数と能力を掛け合わ

せることを新たに「知の総和」と呼び，高等教育

機関に「知の総和」を向上させる中心的な役割を

求めている。そして，「地域社会の持続的な発展を

けん引しながら地方創生を推進していくとは，今

後，高等教育機関の果たすべき役割としてより重
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要」であることが示された。  

 こうした社会情勢のなかで，全国の高等教育機

関の教養教育において，サービス・ラーニングを

はじめとする地域を基盤とする教育の拡充の動き

はますます高まっている。  

 ただし，これらは大学と地域の互恵的な関係構築

（コミュニティ・エンゲージメント  1)以下 CE）なく

しては成立しえない。  

 米国では，研究を重視するあまり失われてしま

った大学と社会との関係，そして大学における教

育や社会貢献の軽視に対する反省から，大学の使

命として CE を掲げ，プログラムの開発が進めら

れてきた。現在では，そうした CE に基づく教育

に 対 す る 機 関 評 価 事 業 の 整 備 も 進 め ら れ て い る

（五島  2019a， 2019b）。  

 CE の 必 要 性 は 社会 背 景 に よっ て そ の 文脈 が 異

なるものの，地域を基盤とする教育プログラムに

は不可欠な要素であり，組織的体制構築が重要で

あるという点で共通している。  

 

3 . 「地域創生論」における実践  

 2025 年度の「地域創生論」は，前期 5 クラスが

開講された。対象は，全学部・学科（ 1 クラス定員

60 名）で，学年は新規開講から 3 年目のため 1～

3 年生に限られた。受講生は 240 名だった。  

 

3 .  1 授業の概要  

 授業の構成は，全 15 回の内，6 回を知識として

学ぶ時間，6 回を実践的に学ぶ時間，3 回を知識と

実践をつなげて学ぶ時間に充てた。  

 知識として学ぶ時間では，アクティブ・ラーニ

ングを取り入れた座学で，地域を読み・解くため

の基礎的な知識を養うことに重点を置いた。  

 実践的に学ぶ時間では，事例紹介や自ら調べた

事例の分析を行ったり，大学近隣の公民館または

地域交流センターを見学して，関係者から取組や

住民の地域活動の様子について話を聞いたりした。

この他，全クラス合同で，地域創生に関わる取組

や課題について実践者から話を聞く機会を設けた。

具体的には，福岡県糸島市内で地域に開かれた学

生寮「熱風寮」などを運営する合同会社よかごつ

代表の大堂良太氏を招聘し，空き家を活用した学

生寮を起点に展開されている地域共創のまちづく

りについての話を聞いた。その後，「福工大周辺の

地域資源と地域活性化への活用アイデア」をテー

マに，5～ 6 名のグループに分かれて，実際に大学

周辺を踏査した。  

 知識と実践をつなげて学ぶ時間では，班ごとに

A3 のポスターにまとめて，プレゼンテーションを

行った。評価は，①論理性（説得力をもって伝わ

る内容になっているか），②具体性（実現可能性を

考慮した内容になっているか），③独創性（独自の

観点から地域に共創を生み出そうとしているか）

の 3 つの観点で行った。  

 

 

 

 

図  1 地域交流センター見学   図  2 クラス合同講義  

 

3 .  2 コミュニティ・エンゲージメントへの工夫  

 学生は，知識を得るだけでなく，授業で行う実

践が社会と繋がっている実感を得ることや，学生

を取り巻く人々もまた学生にとっての共同教育者

（ Co-educa tor，Cress  2015）であることを理解する

ことは重要である。しかし 200 名を超える学生を

対象に複数のクラスで指導にあたるため，授業時

間内に学生が特定の地域（住民）と関わる機会を

設けることは難しく，これらの理解を促すための

工夫が求められる。  

 この課題に対して筆者は，相互評価を取り入れ

ることで補完を試みた。まず，同じクラスの学生

同士でポスター発表と相互評価を行い，最も優れ

ているポスターに 1 票を投じてもらった。次に，

掲示板に掲示された他のクラスのポスターを閲覧

し，同じように最も優れているポスターに 1 票を
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投じてもらった。ただし，学生は自分のグループ

のポスターには投票できないこととした。さらに，

この授業に関わった地域の方々や学内教職員にも

投票を呼びかけた。教職員への案内は筆者が行い，

地域の方々への案内は，関わった学生自身で，筆

者が作成した案内文と投票用シールを直接届けて

もらった。  

 さらに今年度の新たな試みとして，得点の高か

ったグループのポスターを地域交流センターのオ

ープンスペースに 3 週間掲示し，大学近隣の方々

が広く閲覧できる機会を設けた。  

 

 

 

 

図  3 学内での掲示   図  4 地域交流センターでの掲示  

 

 地域交流センターに掲示されたグループの発表

題名は下記の通りである。  

  全世代対 応 ！あなた の 味方☆スー パー特集 （ 23

票）  

  スイーツフェスティバル（ 19 票）  

  和白干潟の魅力（ 18 票）  

  和白東公民館について（ 18 票）  

  歳の差あっても距離はない（ 17 票）  

  地域を守ろう！トライアル×ふくの湯×福工大  

防災プロジェクト（ 17 票）  

  大神神社（おおみわじんじゃ）の謎？（ 17 票） 

 

3 .  3 学習効果の現状と課題  

 ここでは特に，学習効果の変化に着目して現状

と課題を整理する。  

 まず，批判的思考を伴う活動の変化についてで

ある。同授業の成果が蓄積されてきたことから，

過去のポスターを受講生が閲覧できるようにした

ところ，多くの学生が何度も繰り返し閲覧した。

この行為と成果の直接的な影響を測ることは困難

だが，ポスター作成の過程に影響を与えたと推察

される変化が観察された。  

 大学周辺の散策エリアを選定する際に，より郊

外へ出向こうとするグループが複数現れたり，過

去と同じ対象（地域資源）を取り扱った場合であ

っても，異なる観点から課題やアイデアを組み立

てようとする様子が観察されたりした。さらに，

ポスターという限られた紙面上に立体的な表現を

加えるなど，表現に工夫を凝らそうとする様子が

みられた。これらは過去の成果と比べながら，独

自性を出そうとする試みでもあった。  

 次に AI の活用である。これまでの受講生には

なかった形態である。積極的に AI を活用しよう

としたグループでは，AI が提示する内容を精査し

たり組み立てたりすることができず，グループ活

動が停滞する場面が見受けられた。そのため，筆

者が AI から一度離れて個々人の考えを基に議論

することを促すと，関係者にヒアリングを行おう

とする態度へと転換していった。そこには，ヒア

リングの必要性や意義をより深く理解したことに

よる積極的な姿勢がみられた。  

 最後に，授業を介して関わる地域住民や教職員

の広がりである。地域の関係者が直接関係してい

ない住民と誘い合わせて閲覧しに来る様子も観察

された。教職員については，学生が学内関係部局

にヒアリングを行ったことで，これまで本科目と

関りが薄かった職員の授業評価への参画がみられ

た。この他，毎回案内を出していることで，発表

を楽しみにする職員の声も聞かれた。このような

広がりは，地域連携教育に対する周囲の理解の促

進だけでなく，共同教育者としての広がりを感じ

させる結果となった。  

 地域の活性化には絶対的な解が存在しないため，

細やかな指導の必要性も出てくる。しかしそれに

はクラス規模に限界がある。ポスターの中には，

学生が着目した地域資源の活用方法と実社会との

整理に改善を要する内容も少なくなかった。クラ

スの規模とプログラム内容の適切なバランスには

課題が残った。  
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4 . 「地域創生 PBL」における実践  

 「地域創生 PBL」は，後期に 2 クラスが開講さ

れた。対象は全学年の全学部・学科（ 1 クラス定員

30 名）だが，実際の受講生は 1 年生から 3 年生で

受講生は全 26 名だった。両クラス共に教員 1 名，

非常勤教員 1 名，クラス・サポーター（以下，CS）

2 名で実施した。 2025 年度から地域創生に関する

実務経験をもった非常勤講師を新たに配置し，CS

を学部学生から大学院生へ変更した。  

 各クラスで連携する自治体が異なるため，便宜上，

2 つのクラスを「A クラス」と「B クラス」と呼ぶ。

A クラスの受講生は 13 名（ 1 年生 7 名，2 年生 2 名，

3 年生 4 名）で，社会教育課と連携し，人口減少に

伴う子ども会の衰退を背景とする「やってみたいが

動き出す，中高生のプレイ・タウン  2)構想―時代に合

わせた子ども会の在り方を考える―」をテーマに解

決策の提案を目指して取り組んだ。  

 B クラスの受講生も 13 名（ 1 年生 3 名， 2 年生

7 名，3 年生 3 名）で，経営戦略課及び地域コミュ

ニティ課と連携し，「新しい地域自治への挑戦！」

をテーマに取り組んだ。さらに市内中心部に位置

す る  a  地 域 と  b  地 域 の 地 域 推 進 協 議 会  3)を 地 域 パ

ートナーとした。a 地域では「安全・安心部会パワ

ーアップへの挑戦！」と題して，協議会に設置さ

れている安心・安全部会の高齢化や担い手不足を

含めた取組の改善を図るための提案を目指した。

b 地域では，「地域づくりセンター土日開館への挑

戦！」と題して，地域自治の担い手不足解消を目

指し，これまで利用していなかった土日の地域施

設活用に向けた企画（解決策）の提案を目指した。  

 

4 .  1 授業の概要  

 両クラス共に，半期 15 回の授業の内，5 回を事

前学習，5 回をフィールドワーク，4 回を事後学習，

1 回を総括として全体のリフレクションに充てた。 

 事前指導では例年に比べ，チームビルディング

を意識したワークを増やした。フィールドワーク

では，授業時間外に最低 2 回，各班で自由に場所

や対象を選定し，実施した。ただし，授業時間を

使い 2 クラス合同で両自治体を視察する日を設け

た（以下，合同フィールドワーク）2 クラス合同で

実施するのは今期が初めてとなる。合同フィール

ドワークでは，後述する A クラスが担当した自治

体の取組であるジュニア・リーダーの活動を疑似

体験したり， B クラスが担当した自治体のまち歩

きや市民活動の中間支援機関の取組について話を

聞いたりした。  

 また，受講生は社会調査の基礎知識や経験が乏

しかったことから，原則，アンケートを禁止し，

既存の統計データ等の資料や関係者から話を聞く

こと，現場に足を運び実際に観察や体験をするこ

とに重点をおいた。  

 事後指導では，スライド資料を作成し，10 分間

のプレゼンテーションを 2 回行った。1 回目は「学

内発表会」で受講生や地域の関係者，教職員，CS

を対象に行い意見交換を行った。そこで指摘され

た点を改善し，2 回目は「現地報告会」で地域の自

治体職員や住民を対象として行った。自治体の協

力を得て， A クラスは約 40 名， B クラスは約 30

名を超える参加者が集まった。  

 成績に関わる評価は，「学内発表会」のみを対象

とした。評価は地域創生論と同様に①論理性，②

具体性，③独創性の 3 つの観点から受講生や参加

した教職員も加わって行った。  

 

 

 

 

図  5 ジュニア・リーダー体験   図  6 まち歩き  

     

  

図  7 学内発表会の様子  
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4 .  2 A クラスの概要  

 A クラスは 5～ 6 名の 3 つの班に分かれて活動

した。事前学習では，自治体職員から自治体の概

要や子ども会の現状について話を聞き，ジュニア・

リーダーを経験した地元の大学生との意見交換を

行った。ジュニア・リーダー事業は，育成会がリ

ーダー育成を目的に小・中学生を対象として実施

される取組である。  

 フィールドワークでは，子ども食堂のボランテ

ィアに参加したり，社会教育課の職員やジュニア・

リーダー経験者，中間支援機関のコーディネータ

ー 4 )などへヒアリングを実施した。   

以下は，各班の発表題名である。  

  子ども会から “ぐりっ子連合 ”へ－地域で支える

次世代の子ども会の在り方  

  子どもが解決！大人の負担  

  子どもと大人がつながるキッカケ場づくり計画  

 

 現地報告会は，定例の区長会の後に設定された

ことで多くの区長が参加した。その他，担当課以

外の自治体職員や小学校関係者などの参加を得ら

れた。参加者からは，大学生が自分の町のことを

真剣に考えてくれていることが嬉しいといった感

想が出されたが，提案内容そのものに対する具体

的な議論には至らなかった。また，平日に開催さ

れたため，交流したジュニア・リーダーらの参加

は実現できなかった。  

 

 

 

 

図  8 意見交換の様子   図  9 現地報告会  

 

4 .  3 B クラスの概要  

 B クラスは 3～ 4 名で 4 つの班に分かれ，さらに

2 班ずつ a 地域と b 地域の担当に分かれて活動し

た。事前学習では，自治体職員と地域の住民らが

大学を訪れ，担当する学生とチームビルディング

を行った後に，地域の概要や課題を学生と直接共

有してもらった。  

 フィールドワークにおいて，a 地域では，学生が

安全安心部会に参加し避難所運営のシミュレーシ

ョンゲーム（ HUG）を体験したり，学生が考えた

解決策の案について事前に意見交換する場を設け

てもらったりした。 1 つの班では子どもが遊びな

がら防犯意識を高めることを目的としたカードゲ

ームを作成するに至り，授業終了後の 2026 年 3 月

現在もカードゲームの完成に向けて地域との交流

が続いている。  

 b 地域では，子どもの放課後学習を支援する「寺

子屋」の取組に参加したり，地域協議会の役員や

中間支援機関のコーディネーターにヒアリングを

行ったりした。 1 つの班では働く世代を地域づく

りセンターへ呼び込むことを目的にした場づくり

として，「ボードゲームナイト」というイベントを

授業期間中に試験実施した。この結果を受けて，

地域住民が本格な実施に向けて動き出したため，

授業終了後も学生が伴奏支援を行うに至り， 2 026

年 3 月現在，市内の高校生や福岡市内の他の大学

生も巻き込んだ動きに発展している。  

 以下は，各班の発表題名である。  

  カ ー ド ゲ ー ム で つ な ぐ 安 心 ・ 安 全 － 子 ど も ×未

来の安全  

  参加の「カベ」をぶっ壊す！－子育て世代が参

加できるきっかけづくり  

  e -スポーツでいい交流－オンラインでつながる

絆  

  死角を狙え！－働く世代が地域とつながるには  

 

 現地報告会では，対象地域の住民や自治体職員

らが参加した。交流してきた住民らは，学生から

の提案内容に対し，今後，住民自らが実行してい

こうとする視点から活発な意見交換がなされた。

普段から同地域と接している自治体職員らによる

と，住民の新規事業に対する意欲が高まり，その

変化は大きいという。  
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図  10 現地報告会参加者   図  11 現地報告会発表  

 

4 .  4 CE に基づく学習効果の現状と課題  

 ここでは今期から改善を図った指導体制の強化

や合同フィールドワークの実施， 2 クラス間の比

較からみえてきた成果と課題を整理する。  

 まず，指導体制の強化についてである。非常勤

講師のサポートを得たことで，指導の時間を確保

することができた。加えて，大学院生による CS が

グループワークのサポートに入ったことで，学生

は，ホワイトボードや付箋を用いて議論を深める

といったより細やかなグループワークの基礎的な

手法を実践的に身につけることができた。同時に，

CS 自 身 も 議 論 を 構 造 的 に 捉 え る 学 び の 場 に な っ

ていた。  

 次に，合同フィールドワークによる効果につい

ては， 2 クラス間での相乗効果が確認された。受

講したクラスが対象としていない地域の状況にも

実際に触れ，自分が対象とする地域と比較したこ

とで，新たな気づきを得る様子が観察された。そ

の結果， A クラスでは， B 自治体の取組に着想を

得て課題を整理した班があった。  

 最後に， 2 クラス間の比較による授業終了後の

展開についてである。取り組む課題を決定する際，

課題は地域側からの提案を基に事前に調整が図ら

れる。そこでは，授業終了後も学生と地域の人々

との間で交流が継続されたり，活動が開始された

りするイメージを意識的に共有している。授業開

始の約半年前から，両地域共に，これら同じ点に

重点を置いて調整が図られた。しかし，結果的に

は，一方のクラスは授業終了後も活動が続いたの

に対して，他方クラスは実際の取組には至らなか

った。  

 この違いを生んだ要因として，1）課題設定と対

象エリアの適合性と，2）地域側のコーディネーシ

ョン体制の違いが考えられる。  

 第一に，課題設定と対象エリアに関して， A ク

ラスでは子ども会という自治体全体を対象とする

課題だったのに対して， B クラスでは自治体全体

の課題をさらに特定エリアの課題へと細分化して

実施した。そのため，学生と取り組む地域住民は

自ずと限定されていった。これに対し， A クラス

ではその課題の性質から自ずと学生と取り組む地

域住民が不特定多数になっていた。  

 第二に，地域側のコーディネーション体制が両

地域で大きく異なっていた。 A クラスの自治体で

は担当課の限られた職員がたくさんの業務の中で

コーディネーター役となり大学と自治体間，さら

に地域内での調整を担った。これに対して， B ク

ラスは，担当課の職員が大学と自治体間の調整を

担い，さらに自治体が運営する中間支援機関のコ

ーディネーターらが，各地域内での調整を担った。

大学は地域住民間の調整に直接介入することが難

しい中で，地域のコーディネーターが住民間や住

民と学生との間できめ細かい調整を担った。  

 受講生は基礎知識や経験にも差がある。かれら

が半期約 4 か月間という短い期間で，住民と名前

を呼び合える関係を築き，解決策の提案へ至るだ

けでなく，その提案が社会実装へと展開できる道

筋をつけるには大学と地域の双方において適切な

コーディネーションが求められる。今回の実践は，

地域側のコーディネーション体制の違いがその後

の社会実装に影響したと言っても過言ではないだ

ろう。   

 

5 . 考察  

 これら 2 科目の実践の整理から，学習効果およ

びコミュニティ・エンゲージメントとコーディネ

ーションに着目して考察する。  

 

5 .  1 学生の学習効果  

 「地域創生論」と「地域創生 PBL」は，クラス

の規模や取り扱う課題が大きく異なることから，
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単純に比較することはできない。その一方で，比

較することでみえてくる科目間の課題もある。  

 PBL 型の授業では，時間的制約の中で地域的な

課題そのものに時間を費やす必要がある。言い換

えれば， PBL を主体的に遂行するためのフィール

ドワークの基本的マナー（報告・連絡・相談がで

きる，フィールドノートをつける，先行研究を見

るなど）や，グループワークのための技能（対話

の姿勢，KJ 法などを用いて議論を展開する力，議

論の要旨を構造的に捉える力など）の修得にさけ

る時間はほとんどない。既にそれらを習得してい

ることが前提となる。  

 これは本論が対象とする 2 科目間だけで解消で

きるものではない。教養科目間や専門科目間，さ

らにそれらの往還によって修得できるような体系

的な整理と体制の整備が必要となる。その上で，

少なくとも 2 科目間においては，「地域創生論」で

フィールドワークやグループワークを実践できる

力を養うという視点からのプログラムの見直しが

必要となっている。今後は，地域を読み・解くた

めの基礎的な知識の獲得に重点を置いたプログラ

ムの中で， PBL 活動を見据えた実践的学びの強化

が課題となるだろう。  

 

5 .  2 CE とコーディネーション  

 サービス・ラーニングの概念はカリキュラム構

築に方向性を示すものであるが，個別具体的には，

学生が取り組む課題や対象とする地域の特性は千

差万別で実態に即した個別の調整が必要となる。

また取り組む課題には，数式を解くような絶対的

な解は存在し得ない。  

 これは，教育の視座に立てば，各専門領域と社

会実態の統合，あるいは各専門領域の社会実態へ

の応用としての学習効果を期待すべき性質の科目

であり，教養教育はその基礎を養うものである。

そこには既存の学問領域とは別に，サービス・ラ

ーニングをはじめとする教育的・概念的基盤を要

する。  

 他方で，地域づくりの視座に立てば，その成果

目標の設定は，授業開始前後を含めた長期的な視

点からの調整が必要となる。それなしには，学生

を受け入れたという事実だけが残る結果を生みか

ねない。このような結果を避けるためには，大学

と地域の双方が授業終了後を見据えた共創的視点

で，調整を図っていく必要があるだろう。  

 これら「調整」という言葉の中身は複雑かつ多

様で，大学と地域の互恵的な関係構築（ CE）には

専門的なコーディネーションを必要とする。大学

における PBL の推進には，サービス・ラーニング

などの体系的な概念整理と組織的なコーディネー

ション機能の強化が一層重要になってくるだろう。 

 今回，異なる自治体と連携した 2 つのクラスに

おいて，授業終了後の社会実装への展開に対照的

な結果が確認された。この結果から，大学の教育

的関与だけでなく，地域側におけるコーディネー

ションの在り方が，授業成果の社会実装および地

域にもたらされる影響の大きさを左右する重要な

要素の 1 つになりうる可能性が示唆された。  

 しかし，今回事例に挙げたようなコーディネー

ション体制を有する自治体は多くないだろう。ま

ずは，科目や科目間の構造的整理の改善と，課題

設定と連携する地域（の規模）の適切なバランス

を図るかが課題として残された。  

 

脚注  

1 )   五 島（ 2 0 1 9 a）に よ る と ，地 域 連 携 に 組 織 的 に 取 り

組 む 大 学 を 対 象 と し た カ ー ネ ギ ー ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ・

エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 分 類 （ C a r n e g i e  C o m m u n i t y  

E n g a g e m e n t  C l a s s i f i c a t i o n： C C E C）で は ，地 域 連 携 に

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ エ ン ゲ ー ジ メ ン ト （ C E） と い う 用 語

が 用 い ら れ ，「 大 学 の 専 門 知 が 地 域 に 貢 献 す る だ け で

な く ， 地 域 で の 実 践 知 が 大 学 の 専 門 知 に 働 き か け る

と い う 互 恵 性 を 重 視 す る 概 念 」 と し て 使 わ れ て い る

と い う 。 本 論 で は ， 大 学 と 地 域 の 互 恵 的 な 関 係 の 重

要 性 を 強 調 し ， 一 般 的 に 使 わ れ る 地 域 連 携 と 区 別 す

る た め ，コ ミ ュ ニ テ ィ・エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 用 い る 。  

2 )   子 ど も の 創 意 工 夫 を 創 出 す る こ と を 目 的 と す る 屋

外 空 間 を「 プ レ イ パ ー ク（ 冒 険 の 遊 び 場 ）」と い う こ
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と か ら （ 厚 生 労 働 省  2 0 1 8）， ま ち を 子 ど も の 創 意 工

夫 を 創 出 す る 空 間 と し て 捉 え た 造 語 で あ る 。  

3 )   B ク ラ ス が 担 当 し た 自 治 体 で は ， 市 内 を 8 つ に 分

け て そ れ ぞ れ に 自 治 会 を 中 心 に 学 校 や ボ ラ ン テ ィ ア

団 体 な ど か ら 成 る 協 議 会 を 設 置 し て い る 。 地 域 で は

協 議 会 と い う 名 称 を 使 用 し て い な い が ， 本 稿 で は ，

汎 用 性 の 高 い 「 地 域 づ く り 」 と 表 記 す る 。  

4 )   B 自 治 体 で は ， 市 民 活 動 の 中 間 支 援 に あ た る 人 材

を「 コ ネ ク タ ー 」と 呼 ぶ 。本 論 で は ，コ ネ ク タ ー の 役

割 を 明 確 に す る た め ， 一 般 用 語 と な っ て い る コ ー デ

ィ ネ ー タ ー と 表 記 す る 。  
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教育イノベーション部門 

部門長 前 田   洋 
 

1 . 教育イノベーション部門の構成と重点事項  

 教育イノベーション部門は，教育開発推進会議

の下で教育に関する施策の企画・立案および提言

を担う組織である。 2025 年度は部門長のもと， 4

名の教員および事務局で構成され，年間 6 回の部

門会議を開催した。  

 初回会議において，今年度は新ディプロマ・ポ

リシー（ DP）への対応，学生アセスメントの充実，

横断型教育の推進，教育改善活動の高度化を重点

事項として設定し，継続的に検討を行った。検討

結果は教育開発推進会議に上程し，全学的な教育

改革に反映した。  

 

2 . 新 DP 対応と学修支援の高度化  

 新 DP の実質化に向けて，学生が主体的に学修

計画を立てるための支援策として「 DP ポイント利

用ガイド」を検討した。当初検討した履修モデル

の提示方式を見直し，学生自身が DP とコンピテ

ンシーの関係を理解した上で履修を設計するため

のガイドへと再構成した。  

 また，DP 達成状況を可視化するため，レーダー

チャート等による表示方法を検討し，学生が目標

と現状を比較しながら学修計画を改善できる仕組

みの整備を進めた。  

 さらに，正課外活動と DP との対応関係を明確

化し，学生の学びの全体像を提示するため，新入

生向けリーフレットおよび Web コンテンツの改訂

を実施した。コンピテンシーについては「 FIT 力」

という名称を採用し，学生に分かりやすい形で提

示することとした。  

 

3 . 学生アセスメントと FIT-AIM の活用推進  

 学生の学修成果の把握とフィードバックを目的

として，学修ポートフォリオシステムである FIT-

AIM の活用促進に取り組んだ。入力率は学年全体

で改善傾向にあり，オリエンテーションでの周知

やリマインド，事務局によるフィードバックの効

果が確認された。  

 一方で，学科間で入力率に差が見られるため，

入力状況の可視化や動機付けの強化が今後の課題

である。  

 PROG テストについては， 1 年生で高い受検率

を達成し， 3 年生についても教員の協力により受

検者数が増加した。テスト結果は学生へのフィー

ドバックとして活用され，自己理解の促進とキャ

リア形成支援に寄与している。  

 また， FIT-AIM の改修により，成績情報，課外

活動，自己評価，アセスメント結果を統合的に表

示できる環境を整備した。これにより，学修成果

の可視化と振り返りの促進が期待される。  

 

4 . 学部横断型教育とカリキュラム改革  

 横断型教育の推進として， Future  Vi s ion 科目の

充実を図った。「 SDGs 探究」「 Python 基礎とデー

タ処理入門」に加え，「地域デザイン実践Ⅰ・Ⅱ」

の開設に向けた検討を行い，地域連携を活用した

実践的教育の拡充を目指した。  

 また，大学間越境学習プログラム（主幹事・桐

蔭横浜大学）については，課題解決型授業を通じ

た学生の多様な学修機会となることが報告され，

今後は横断科目の適用を通じた単位認定制度の整

備を進める。  

 共通カリキュラムに関しては，「自己成長と学び」

および「 AI データサイエンス基礎」を必修科目と

して位置付ける方向で検討し，体系性の強化を図

った。  

 

5 . 教育改善活動および評価制度の整備  

 教育改善活動の一環として， FIT 教育賞の運用

を継続し，優れた教育実践の表彰と共有を行った。
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グッドプラクティス部門および実践力育成部門に

おいて候補者を選定し，教育活動の可視化を進め

た。  

 また，グッドカリキュラム部門については，評

価基準として教育成果（アウトカム）とカリキュ

ラムマネジメントの両面から検討を行い，質保証

と質向上を両立する評価枠組みの構築を進めた。  

 

6 . まとめと今後の展望  

 2025 年度は，新 DP の実質化を軸として，学修

支援，アセスメント，カリキュラム改革を一体的

に推進した。特に， FIT-AIM の高度化や横断型教

育の拡充により，学修者本位の教育基盤の整備が

進展した。  

 今後は，これらの施策を実効的に機能させるた

め，学生の主体的活用を促す仕組みの強化と，デ

ータに基づく教育改善の高度化が求められる。教

育イノベーション部門は今後も全学的な教育改革

を推進していく。  
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教学マネジメント部門 

部門長 山 澤 一 誠 
 

1 . はじめに  

 2023 年度に発足した教育開発推進機構は，「教

学マネジメント部門」と「教育イノベーション部

門」の 2 部門から構成されています。本報告書で

は，教学マネジメント部門の 2025 年度の活動につ

いて報告します。教学マネジメント部門は以下の

業務を担当しています。  

  カリキュラム等の教育の質保証および質向

上に関すること  

  学修成果の可視化および教育・学修に関する

データの収集･分析（教学 IR）に関すること  

  教育手法の開発および検証に関すること  

  全学的な FD（ Facu l ty  Deve lopment）の企画

実施および学部等における FD 活動の支援

に関すること  

  教育の改善に取り組んだ教職員に対する評

価・顕彰に関すること  

  その他，教育の質保証および教育力向上に

関すること  

 

2 .  カ リ キ ュ ラ ム 等 の 教 育 の 質 保 証 お よ び 質 向

上に関すること  

 2025 年度は，前年度に導入した新しい教育点検

様式に基づく点検の本格運用と検証，さらなるカ

リキュラムの質保証に向けた制度設計の議論を深

めました。  

 

2 .  1 教育点検活動の検証と実践事例の共有  

 第 2 回部門会議において，各学部・センター等

から提出された 2024 年度通期教育点検報告書の

検証を行いました。英語の通常クラスと上級クラ

ス間の成績評価に関する課題などが抽出されまし

たが，全体として大きな問題はないことが確認さ

れました。第 4 回部門会議では，2025 年度前期カ

リキュラム点検の検証を実施しました。工学部で

の学生の学力低下を踏まえた教育の進め方や，社

会環境学部における入学者増（ 200 人超）に伴う

Wi-Fi 接続の不具合や教室の手狭さ，再履修生や

多欠席学生への対応の限界など，多様な課題が浮

き彫りとなりました。また，点検活動の実質化を

図るため，第 3 回評価・推進部会にて社会環境学

科と教養力育成センターから，教育点検活動の実

践事例報告が行われ，新コース設計のプロセスや

相互評価の仕組みなどが共有されました。  

 

2 .  2   低合格率科目と多欠席学生への対応および

改善検討依頼  

 学生の修学状況の改善に向けた取り組みを継続

しました。第 3 回臨時部門会議および第 5 回部門

会議において，合格率 70%以下科目の報告が行わ

れました。その中で，合格率 35%以下の状況が複

数年継続している必修科目を持つ学科に対し，「改

善検討依頼」を行うことを決定し，承認されまし

た。また，多欠席学生への対応についても，他大

学（北海道科学大学など）の事例を参考にしつつ，

継続的な議論と教務課の負担軽減に向けた検討が

行われました。  

 

2 .  3 プログラムレビュー実施の検討  

 第 2 回部門会議にて，数年単位で総合的なカリ

キュラム点検・評価を行う「プログラムレビュー」

の実施について，ガイドラインのたたき台が提示

されました。しかし，現在試行中の点検活動の成

果も見定める時期であるとの意見があり，現行の

取り組みを整理した上で改めて議論を進めること

となりました。  

 

3 .  学修成果の可視化および教育・学修に関する

データの収集・分析（教学 IR）に関すること  

3 .  1   アクティブラーニング（ AL）と教育の枠組

みの見直し  

 第 4 回部門会議において，本学のアクティブラ
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ーニングの定義が教員間で十分に周知・浸透して

いないことや，条件が緩いという課題が提起され

ました。学生の不合格を学生側の問題と捉えるの

ではなく，学び方自体を教える必要性が高まって

いることを踏まえ，AL を含めた教育の枠組みその

ものを見直す時期に来ているという認識が共有さ

れました。  

 

3 .  2   AI・データサイエンス，アントレプレナー

シップ教育の推進  

 MDASH（リテラシーレベル）認定完了を踏まえ，

今後は実質化に向けて学部や全学レベルでの取り

組みが必要であることが確認されました。また，

アントレプレナーシップ教育についても，横断科

目の新設や PBL を通じた実践的機会の提供など，

全学的な推進に向けた真剣な議論が行われました。 

 

4 .  全学的な FD（ Facul ty  Deve lopment）の企画実

施および学部等における FD 活動の支援に関

すること  

 教員の教育力向上と情報共有を目的とし，第 2

回部門会議にて第 39 回 FD Café（ 9 月 17 日開催）

の内容について説明・報告が行われ，全学的な FD

活動の支援を継続しました。  

 

5 .  教 育 の 改 善 に 取 り 組 ん だ 教 職 員 に 対 す る 評

価・顕彰に関すること  

5 .  1 「 FIT 教育賞」の表彰対象者決定  

 第 5 回部門会議において， 2025 年度「 FIT 教育

賞」の表彰対象者について教育イノベーション部

門から推薦された候補者について審議を行い，グ

ッドプラクティス部門で 3 名，実践力育成部門で

1 チームを教育開発推進会議に推薦することが決

定・承認されました。また，グッドカリキュラム

部門の選定方法や評価項目についても意見交換が

行われました。  

 

5 .  2 学部表彰スケジュールの策定  

 第 3 回評価・推進部会にて，成績優秀者および

資格取得等の 2025 年度学部表彰スケジュールが

確認され，円滑な表彰運営を図るためのプロセス

が承認されました。  

 

6 .  その他，教育の質保証および教育力向上に関

すること  

6 .  1 授業点検報告書様式と閾値の変更  

 2025 年度からの新 DP（ディプロマ・ポリシー）

導入に伴い，学びの振り返りアンケート（旧授業

アンケート）のシステム改修が行われました。こ

れに合わせて，第 2 回評価・推進部会において授

業点検報告書の様式修正と，学生の成長実感・コ

ンピテンシーの整合度に関する閾値算出方法の変

更が承認され，前期より適用されました。  

 

6 .  2   進級・卒業不可者数および修業年限卒業率

の課題分析  

 第 5 回部門会議において，進級・卒業不可者数

や修業年限卒業率の低迷について議論されました。

3 年生までに多大な専門単位を取得しなければな

らないカリキュラム構成がハードルとなっている

可能性が指摘され，今後，データ分析などの詳細

調査を通じて原因を究明し，学部長を通じた改善

フィードバックを行うことが確認されました。  

 

7 . 最後に  

 2025 年度の教学マネジメント部門は，昨年度に

確立した教育点検様式をさらに実質化させるため，

低合格率科目への具体的な改善要請や，教育実践

事例の共有など，より踏み込んだ質保証活動を展

開しました。また，AL の定義再考やアントレプレ

ナーシップ教育の推進など，将来の教育のあり方

を見据えた議論も始動しました。進級率や卒業率

といった根本的な課題に対しても，カリキュラム

の構造的問題としてアプローチしていく方針であ

り，次年度以降も本学の教育力向上に向けて尽力

してまいります。  
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2025 年度教育開発推進機構重点実施事項 

 

 

Ⅰ 第 10 次 MP に基づく 2025 年度教育開発推進機構重点実施事項 

１．新 DP に沿った教育の実践と革新 

２．自己成長をサポートする教育システム：FIT トータルアシストの展開 

３．基盤的カリキュラム改革と教学マネジメントの実質化 

 

Ⅱ 具体的実施事項 

１．新 DP に沿った教育の実践と革新 

  （１） 新 DP で定めるコンピテンシーについて、各学科・教養力育成センターのカリキ

ュラムを通じてバランス良く適切に育成するとともに、全学単位での育成の取り

組みを以下のとおり推進する。 

コンピテンシー 育成の取り組み 

DP1 
専門知識・技能 

幅広い教養 

アクティブ・ラーニング（AL）UPDATE2.0 

従来の AL を再定義し、高次 AL 科目を増加させ、総合的思考力を

高める。 

DP2 
ライフデザイン力 

メタ認知・実現力 

「リフレクション」科目開講による自己調整学習の促進 

これまでの取り組みに加え、自己調整学習能力の育成に必要な

「目標設定と省察の習慣化」を促進する新科目（遠隔授業を想定）

を２・３年生対象に開講し、上位年次学生への浸透を図る。 

DP3 
グローバルマインド 

未来構想力 

「Future Vision 科目（専門横断科目）」開設による学際プログ

ラムの展開 

新たな科目区分を設け、大学の学びと社会とのつながりを知り、

他学部他学科・産業界・国内外他大学等の異なる背景を持つ人々

と協働して課題解決を行う学際プログラムを実施する。また、学

部・学科等単位での学際・横断科目開講（例：情報工学部デジタ

ル横断科目）を推進する。 

DP4 
デジタル力 

発信力 

MDASH の全学部展開と高次 AL 科目による「発信力」育成 

リテラシーレベル必修化と社会環境学部の応用基礎レベル申請

を行う。PBL を含む高次 AL 科目を展開、他者を巻き込み課題解決

を行う発信力を伸ばす。 

 

（２） 教育手法の DX 推進とともに、社会と接続した教育の必要性を、他大学や海外・

産業界の動向から知るための FD 活動（産業界からの講師招聘や企業への訪問、教

員のグローバル派遣等）を促進する。 

  

 ２．自己成長をサポートする教育システム：FIT トータルアシストの展開 

学生の主体性育成と自律的学修の習慣化を図るため、学生レベルのアセスメントの

実践を図る。具体的には、学習ポートフォリオ（FIT-AIM）を活用した目標設定と振り

返り支援、外部アセスメントテスト（PROG）受検と結果のフィードバック等の取組を、

初年次においては教養力育成センターを起点に、上位年次においては就職支援との連

動により実施する。 



 
 

－ 96 － 

 ３．基盤的カリキュラム改革と教学マネジメントの実質化 

  （１) 「福岡工業大学カリキュラム基本方針」に沿い、DP 達成に向けた主要授業科目

の設定（科目精選）および、基盤整備（卒業要件、CAP）を学科・教養力育成セン

ターとの対話により実施する。 

  （２） ミドルマネジメント層（学部長・学科長）の役割明確化と教学マネジメントへの

理解を深める研修プログラム開発を行う。 

  （３） 教学マネジメント部門を主軸に、カリキュラム点検および教育点検活動におい

て各学科・センターから提出される点検評価報告書について、教学 IR データを活

用した分析データ等をエビデンスとしてレビューを行い、各学部長・センター長と

の連携のもとで、課題の指摘や、改善要請を行っていく。また、カリキュラム改正

につながるプログラムレビューの仕組みづくり（第三者評価の導入や学生参画を

含む）を行い、2025 年度の実施を目指す。 

     教学 IR データ（成績分布、学生調査結果等）については、その収集を継続し、

学生個別の学修成果および学部・全学における教育成果として、可視化を推進する。 



－ 97 － 

【2025年度教育開発推進会議・各部門会議・WG開催状況】 
 

教育開発推進会議 
 第1回 4月21日 

  1. 2025年度教育開発推進機構重点実施事項 

  2. 2025年度構成員及び会議スケジュール 

  3. 学事暦検討WG報告 

  4. 2024（令和6）年度授業実施状況（検証結果）について 

  5. 横断科目の福岡未来創造プラットフォームへの開講につい

て 

  6. 学生によるカリキュラムレビューのフィードバック 

  7. 学部・学科・教養力育成センターにおける通期の教育点検活

動について 

  8. その他 

   (1)  MDASH（応用基礎レベル）の変更申請について 

   (2)  2025年度学びの振り返りアンケートの実施について 

   (3)  FD Annual Report 2024 投稿状況及び閲読依頼 

   (4)  工大サミット連携PBLの参加者について 

   (5)  2025年度学部表彰制度の実施について 

   (6)  2024年度新任教員振り返り 

   (7)  2024年度教育開発推進予算執行状況（最終） 

   (8)  2024年度後期学生サポーター振り返り 

   (9)  2024年度CS候補生対象「ファシリテーション研修」参加者

アンケート 

 第2回（Teams会議） 6月2日～6月6日 

  1. 教育開発推進機構関連内規の改正について 

 Teams審議 6月25日～6月27日 

  1. 2025年度ミドルマネジメント研修（案） 

 第3回 7月14日 

  1. 共通カリキュラムモデル導入（社会環境学部）に係る規程の

改訂について 

  2. 教育開発推進機構予算の取り扱いに係る申し合わせ 

  3. 2025年度教員表彰制度「FIT教育賞」の実施について 

  4. FITプレセミナー（総合型選抜合格者への入学前プログラム）

の実施について 

  5. 2025年度前期教育点検活動の実施について 

  6. 他大学との単位互換について（横断科目） 

  7. その他 

   (1)  2025年度前期学びの振り返りアンケート回答状況 

   (2)  2025年度学部表彰制度対象資格の修正 

   (3)  2025年度新任教員フォローアップ研修会（8/27） 

   (4)  FD Café開催 

   ・第39回カリキュラムマネジメントについて考える（9/17） 

   ・第40回学生教職員意見交換（9/19） 

   (5)  教育開発推進機構8・9月スケジュール 

   (6)  2025年度前期学生サポーター対象「基礎研修」実施報告 

 Teams審議 7月31日～8月4日 

  1. カリキュラム運営に関する改善検討報告書について（回答） 

 第4回 11月4日 

  1. 横断科目「Future Vision講座」および「Future Vision実践」の

2026年度開講科目について 

  2. 他大学との単位互換について 

  3. カリキュラム運営に関する改善検討依頼 

  4. 学事暦の検討について（今後の進め方） 

  5. FIT-DXに基づく令和7年度実施方針の検証（前期） 

  6. インダストリー教授の認定について 

  7. 2025年度前期学びの振り返りアンケート実施結果 

  8. 2025年度学生によるカリキュラムレビューについて 

  9. 学生アンケート結果（FIT-Join実施）について 

  10. その他 

   (1)  第39回FD Café開催報告（参加者アンケート） 

   (2)  ミドルマネジメント研修開催報告（参加者アンケート） 

   (3)  2025年度前期学生サポーター・リフレクションシート 

   (4)  2025年度後期学生サポーター「基礎研修」実施報告 

   (5)  MDASH先行申請について 

   (6)  「AIデータサイエンス実践」の担当教員について 

   (7)  オープンバッジ活用提言書への賛同について 

 第5回 12月15日 

  1. 横断科目の非常勤講師委嘱（黒田先生，利光先生） 

  2. 2026年度教育開発推進特別予算事業の申請について 

  3. 数理・データサイエンス・AI教育プログラムの対応について

（全学での応用基礎レベル申請） 

  4. 2026年度オリエンテーション（新入生／2年生）の実施 

  5. 横断科目「Future Vision実践（地域デザイン実践Ⅰ）」及び

「Future Vision実践（地域デザイン実践Ⅱ）」の開講時期変更

願について 

  6. 他大学との単位互換について 

  7. その他 

   (1)  FD Annual Report 2025の発行について 

   (2)  FIT-プレセミナー実施報告 

   (3)  学生によるカリキュラムレビュー実施報告 

   (4)  学部表彰スケジュールについて 

   (5)  2025年度教育開発推進予算執行状況報告（11月末現在） 

   (6)  2026年度教育開発推進会議開催予定 

   (7)  新DP対応シラバス記入ガイド等の動画視聴 

   (8)  2025年度工学教育賞の推薦について 

   (9)  第42回FD Caféについて 

 第6回 2月12日 

  1. 教育開発推進機構アドバイザーの委託について 

  2. カリキュラム運営に関する改善検討報告書について 

  3. 2024年度全学教育点検報告書 

  4. 2026（令和8）年度授業実施の基本的な考え方について 

  5. 2025年度後期授業アンケートの回答結果および学生コメン

トの対応について 

  6. 2025年度後期／2025年度通期教育点検活動の実施について 

  7. 数理・データサイエンス・AI教育プログラムの対応について 

   (1)  2026年度新入生向けリーフレットの配布 

   (2)  プログラムレビューの実施：2026年3月9日（月）13:00～ 

  8. その他 

   (1)  2026年度PROG実施概要について 

   (2)  新任教員着任時研修の開催：2026年4月6日（月）13:00～ 

 第7回 3月9日 

  1. 学生によるカリキュラムレビュー：学生意見への学科・セン

ターからのコメント 

  2. カリキュラム運営に関する改善検討依頼について 

  3. 2024年度全学教育点検報告書について 

  4. インダストリー教授の認定について 

  5. FIT教育賞の受賞者について 

  6. 2025年度教育開発推進特別予算実績報告 

  7. 2026年度教育開発推進特別予算事業選定 

  8. 2025年度教育開発推進予算執行状況および2026年度教育開

発推進一般予算案について 
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  9. FIT-Techプログラム推進WGの報告について 

  10. FDerの認定について 

  11. その他 

   (1)  2025年度FD研修会実施報告 

   (2)  2026年度新任教員FD研修について 

   (3)  MDASH全学部認定について 

   (4)  次年度教育点検スケジュールおよび会議日程の確認 

 Teams審議 3月11日～3月12日 

  1. 学部表彰制度 2025年度表彰学生の決定について 

 

教学マネジメント部門会議 
 第1回 5月22日 

  1. 2025年度の進め方について 

  2. 2024年度学部等通期教育点検報告書の作成について 

  3. 学生によるカリキュラムレビューの学科回答について 

  4. 教育開発推進機構関連内規の改正について 

  5. その他 

   (1)  教育点検で使用するデータ出力のためのシステム改修（新

DP対応）の実施について 

 第2回 7月24日 

  1. プログラムレビューの実施について 

  2. 2024年度学部等通期教育点検報告書について 

  3. 改善報告書の学科へのフィードバッグについて 

  4. 多欠席学生の対応について 

  5. その他 

   (1)  FD Caféについて 

 第3回 10月6日 

  1. 合格率70%以下科目と学科への改善検討依頼について 

 第4回 11月6日 

  1. 2025年度前期カリキュラム点検報告の検証 

  2. その他 

 第5回 3月6日 

  1. 合格率70%以下科目と学科への改善検討依頼について 

  2. 2024年度全学教育点検報告書に基づく改善策について 

  3. 2025年度「FIT教育賞」の表彰対象者決定について 

  4. その他 

   (1)  FIT教育賞 

  グッドカリキュラム部門選定方法と評価項目について 

   (2)  教育点検スケジュールおよび次年度会議日程の確認 

   (3)  2025年度進級・卒業不可，修業年限卒業率について 

 

教育イノベーション部門会議 
 第1回 5月30日 

  1. 2025年度の進め方について 

   ・関連内規の改正について 

   ・検討・実施事項 

   ・審議スケジュール 

  2. 新DP対応：履修モデルの作成について 

  3. 「自己成長と学び」について 

  4. FIT-AIM入力状況／PROGテスト実施状況 

   ・自己評価ルーブリックの入力 

  5. その他 

   (1)  大学間越境プログラム実施報告 

   (2)  工大サミット連携PBL募集状況 

   (3)  2025年度FIT教育賞の選考について 

 第2回 6月27日 

  1. 新DP対応：履修モデルの作成について 

  2. 共通カリキュラムモデル（社会環境）について 

  3. FIT-AIMの振り返り入力状況について 

   ・入学時点の自己評価ルーブリックの入力状況 

  4. 学事歴WG報告について 

  5. FIT-プレセミナーの企画 

  6. 2025年度FIT教育賞の選考及び規程について 

  7. その他 

   ・大学間越境学習プログラムの単位認定について 

 第3回 9月25日 

  1. 共通カリキュラムモデル（社会環境学科）について 

  2. 学事歴WG報告について 

  3. 横断科目について 

   ・「Future Vision実践（SDGs探究）」報告について 

   ・「Future Vision講座（Python基礎）」報告について 

   ・新科目の検討について 

  4. 単位互換について 

  5. オープンバッジ学内規程について 

  6. FIT-AIMの入力状況について 

  7. その他 

 第4回 10月30日 

  1. 「自己成長と学び」について 

  2. 横断科目について 

  3. 単位互換について 

  4. オープンバッジの活用について 

  5. 改修後のFIT-AIM表示画面について 

  6. その他 

   ・大学間越境学習プログラムについて 

   ・FITプレセミナーについて 

   ・学生によるカリキュラムレビュー（11/21）実施について 

 第5回 1月22日 

  1. 「自己成長と学び」について 

  2. 正課外活動によるDP伸長可視化に向けた広報の取組につい

て 

  3. FIT教育賞について（グッドカリキュラム賞選出方法） 

  4. 新入生オリエンテーションスケジュールについて 

  5. FIT-AIM入力状況について 

  6. その他 

   ・オープンバッジ提言書について 

 第6回 2月26日 

  1. 「自己成長と学び」について 

  2. FIT教育賞選考について 

   ・グッドプラクティス部門，実践力育成部門表彰候補者決定 

   ・グッドカリキュラム部門選定方法と評価項目について 

  3. その他 

   ・FIT-AIM案内動画について 

   ・新入生向けDPリーフレットについて 

   ・2026年度PROG受検について 

 

合同部門会議 
 第1回 8月22日 

  1. 教育イノベーション部門会議報告 

   (1)  新科目「自己成長と学び」について 

  2. 教学マネジメント部門会議報告 

   (1)  授業点検における閾値の変更について 
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  3. その他 

   ・教学IRWG報告 

   ・2024年度卒業時調査の結果について 

 第2回 11月21日 

  1. 「学生によるカリキュラムレビュー」開催 

 

評価・推進部会 
 第1回 4月30日 

  1. 2025年度構成員及び会議スケジュール 

  2. 学部・学科・教養力育成センターにおける通期の教育点検活

動について 

  3. その他 

   (1)  教育開発推進会議（4/21）報告 

   (2)  教学マネジメント委員に対する連絡・依頼等について 

 第2回 8月25日 

  1. 2024年度学部・センター・研究科教育点検（通期）報告 

  2. 授業点検報告書様式の修正と閾値算出方法の変更について 

  3. 第3回評価・推進部会における教育点検事例共有について（依

頼） 

  4. その他 

   (1)  教育開発推進会議（7/14）報告 

 第3回 11月18日 

  1. 教育点検実践事例報告（社会環境学科・教養力育成センター） 

  2. 2025年度前期カリキュラム点検報告の検証 

  3. その他 

   (1)  学部表彰スケジュールについて 

   (2)  教育開発推進会議（11/4）報告 

 第4回（Teams会議） 12月18日 

  1. 教育開発推進会議（12/15）報告 

 第5回（Teams会議） 2月18日 

  1. 教育開発推進会議（2/12）報告 

 

教学IRWG 
 第1回 6月6日 

  1. 1年GPAに関する分析（2018～2024） 

  2. 広報に関する新入生アンケート分析（2023～2025） 

 第2回 8月1日 

  1. 2025年度新入生習熟度調査（数学）結果分析 

  2. 2025年度PROG受験結果分析 

 第3回 10月9日 

  1. 2025年度1年生前期GPA分析 

  2. 2025年度新入生習熟度調査（数学）結果と数学系専門基礎科

目の成績に関する分析 

  3. 2025年度総合型選抜入学者対象「大学での学びに関するアン

ケート」分析 

 第4回 11月20日 

  1. 「大学ブランド・イメージ調査2024-2025（九州・沖縄・山口

編）」分析結果について 

  2. 2024年度FITプレセミナー受講者（総合型選抜合格者）フォ

ローアップ実施結果について 

 第5回 12月15日 

  1. 2025年度インターンシップ等に関するアンケート結果につ

いて 

  2. インターンシップ参加経験の効果検証（成績，就職，コンピ

テンシー）について 

 第6回 2月27日 

  1. 退学等の状況・累積GPAの推移・DP達成状況等について 

 

FIT-Tech WG 
 第1回 5月8日 

 Ⅰ．スケジュール 

  1. WG 

  2. イベント 

 Ⅱ．目的と役割分担 

 Ⅲ．検討課題 

  1. 研究室配属と募集期間 

  2. 途中参加・辞退の取扱い「途中乗り降り可」 

  3. 研究室調査 

  4. 参加のメリット（経済面以外） 

  5. 募集案内パンフ 

 第2回 6月10日 

  1. 参加申込状況（現時点） 

  2. 各学科の卒研配属決定プロセス 

  3. A特待選考結果 

  4. ご父母等に向けた情報提供のあり方 

  5. 研究室調査 

  6. 今後のイベント 

 第3回 8月21日 

  1. 進捗報告 

  2. 研究室調査の実施依頼（進捗管理，立会い） 

  3. 「分野横断探究」副指導教員の希望面談の実施依頼 

  4. キックオフ 9月30日（火）5限 

  5. 情報交換会・懇親会 12月3日（水） 

  6. 改善提案 

 第4回 9月25日 

  1. 参加申込状況 

  2. T型人材育成のための副指導教員のあり方 

  3. プログラムの改善に向けて 

  4. その他 

 第5回 2月24日 

  1. 「分野横断探究」科目の実施 

  2. プログラムの改善に向けて 

  3. 次年度の体制とワーキングの位置づけ 
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2025年度 教育開発推進機構 構成員 

 
１． 教育開発推進会議 

 機構長、各学部長、教養力育成センター長、教務部長、工学研究科長 
 教務部事務部長、教育開発推進室長 
 
 
２． 教学マネジメント部門 

部門長 教務部長／ 情報工学科 教授 山澤 一誠（FDer） 

部門員 工学部長／ 電気工学科 教授 松尾 敬二（FDer） 

部門員 情報工学部長／ 情報マネジメント学科 教授 藤岡 寛之（FDer） 

部門員 社会環境学部長／ 社会環境学科 教授 尹 諒重 

部門員 教養力育成センター長／ 教養力育成センター 教授 徳永 光展 

部門員 工学研究科長／ 情報マネジメント学科 教授 宋 宇 

 
【評価・推進部会】 

部門長、部門員、各学部長、教養力育成センター長、工学研究科長

教学マネジメント委員（各学科・センター・大学院選出） 

 
（教学マネジメント委員）  

電子情報工学科 江口 啓 教授（FDer） 

生命環境化学科 蒲池 高志 教授 

知能機械工学科 三澤 賢明 准教授 

電気工学科 北川 二郎 教授 

情報工学科 相良 哲生 講師 

情報通信工学科 渡辺 仰基 教授 

情報システム工学科 丸山 勲 准教授 

情報マネジメント学科 竹之内 宏 助教 

社会環境学科 橘 雄介 准教授 

教養力育成センター 樋口 貴俊 教授 

工学研究科   江頭 竜 教授（知能機械工学専攻主任） 

社会環境学研究科 藤井 洋次 教授（社会環境学専攻主任）（FDer） 

 
 
３． 教育イノベーション部門 

部門長 機構長兼務 副学長 前田 洋 

部門員 工学部 電気工学科 教授 田島 大輔 

部門員 教養力育成センター 教授 土屋麻衣子（FDer） 

部門員 社会環境学部 社会環境学科 准教授 橘 雄介 
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４． ワーキンググループ   

（１）教学IRワーキンググループ 

前田 洋 機構長（副学長）／教育イノベーション部門長 

北崎 訓（WG 長）（FDer） 工学部 電気工学科 准教授 

松尾 慶太 情報工学部 情報通信工学科 教授 

石川 康則 教務部 教務課 課長補佐 

長井 真人 就職部 就職課 課長補佐 

荒木 隆充 入試広報部 入試広報課 課長補佐 

 
 
（２）学事暦に関する検討ワーキンググループ 

前田 洋 機構長（副学長）／教育イノベーション部門長 

  山澤 一誠（WG 長）（FDer） 教務部長／教学マネジメント部門長 

四ケ所 和大 教務部教務課 課長 

 
 
（３）FIT-Techプログラム推進ワーキンググループ 

前田 洋（WG 長） 機構長（副学長）／教育イノベーション部門長 

宋 宇 工学研究科長／ 情報マネジメント学科 教授 

松山 清 生命環境化学専攻主任／生命環境化学科 教授 

徳安 達士（FDer） 情報システム工学専攻主任／情報システム工学科 教授 

四ケ所 和大 教務部教務課 課長 

山田 浩史 教務部大学院事務室 事務長 

 
以上 
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日程 内容 対象 
参加人数 

（本学教職員・ 
学生のみ抜粋） 

4/4（金） 新任教員 FD 研修会（着任時研修） 2024 年 4 月着任教員 15 

5/28（水） 教員派遣事業報告会 全教職員 58 

7/25（金） 第 38 回 FD Café「FIT 教育賞報告会」 全教職員 54 

8/25（月） 2025 PROG 報告会 全教職員・学生 56 

8/27（水） 
新任教員フォローアップ研修会 
発表者：生命環境化学科 奥田 賢一 准教授 

着任後 5 年以内の教員 23 

9/8（月） ミドルマネジメント研修 
ミドル教職員（副学長、研究科長、

学部長、教務部長、学科長、セン

ター長、事務局等） 
35 

9/17（水） 
第 39 回 FD Café「カリキュラムをマネジメントする」 
講師：河本 達毅氏（学校法人桐蔭学園桐蔭横浜大学 副学長／

事務局長） 
全教職員 63 

9/19（金） 
第 40 回 FD Café「大学におけるつながりについて考えよう」 
ファシリテーター：情報通信工学科 松尾慶太 教授 
発表：学生 FD FIT-join 

全教職員・FIT-join 48 

10/24（金）

第 41 回 FD Café「スタートアップから教育・研究を考える －社

会ニーズの教育・研究への反映について－」 
講師：株式会社産学連携研究所 代表取締役 隅田剣生氏 

全教職員 24 

10/29（水）
2025 年度教学マネジメント委員意見交換会 
ファシリテーター：教務部長 情報工学科 山澤一誠 教授 

評価・推進部会構成員（教学マネ

ジメント委員および教学マネジメ

ント部門員） 
20 

2/13（金） 
第 42 回 FD Café「多様性で広がる工学教育」 
講師：九州大学男女共同参画推進室 教授 河野銀子氏 

全教職員・学生 73 

5/28（水） 
10/15（水）

12/17（水）

3/4（水） 

教養力育成センターFD 研修会（年 4 回開催） 教養力育成センター教員・職員 70（延べ） 

 

各研修会の様子はこちらをご覧ください。https://oped.fit.ac.jp/news 
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